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の
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季
節
の
た
よ
り
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4
）
天
高
く

特

集

群

馬

の

蝶

を

守

る

ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
保
護
活
動

ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
守
り
た
い

赤
城
姫
の
保
護
所
動
で
地
域
の
活
性
化

麓
ま
で
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
た
く
さ
ん
舞
う

南
孟
の
里
を
目
指
し
て

小
4

兵
藤
晴
生

・
小
4

加
膝
脊
菜

・
小
5

小
5
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自
国
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藤
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山
整
備
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動

赤
城
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4
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行
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作
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馬
山
白
然
観
察
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お
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実
施
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沼
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施
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．
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岳
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施
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植
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③
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特集

群
馬
の
蝶
を
守
る

ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
保
護
（
渋
川
市
立
南
雲
小
学
校）

ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
保
護
活
動

南
雲
の
里
父
親
ク
ラ
ブ
初
代
会
長

佐
藤

正
太
郎

南
雲
の
県
父
親
ク
ラ
ブ
の
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
保
護

活
動
は
手
成
日
年
6
刀
9
円
に
発
足
し
、
現
在
で
同

年
が
経
過
し
た
。
発
足
時
の
趣
旨
は
子
供
の
為
に
何

か
父
親
と
し
て
役
立
つ
事
が
無
い
か
、
継
続
性
の
あ

る
活
動
は
、
皆
の
共
通
の
話
題
は
、

地
域
独
自
の
活

動
は
何
、
等
考
え
会
員
と
相
談
の
結
果
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ

ウ
の
保
護
活
動
を
学
校
の
行
事
で
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
活
動
な
ら
皆
が
参
加
で
き
る
。
様
々
な
条
件
が

合
っ
て
い
る
と
い
う
と
と
で

「南
雲
の
星
父
親
ク
ラ

ブ
の
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
保
護
活
動
」
に
決
定
し
ま
し

た
。
発
足
当
時
は
活
動
に
反
対
意
見
も
あ
り
、
活
動

が
．
順
調
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
会
議
を
竜
ね
、

具
体
的
に
活
動
内
容
が
決
ま
る
と
、
少
し
ず
つ
活
動

の
輪
が
出
来
て
き
ま
し
た
。

最
初
に
取
り
組
ん
だ
活
動
は
、
小
学
生
が
ヒ
メ
ギ

フ
チ
ョ
ウ
の
活
動
す
る
た
め
に
モ
ロ
コ
シ
山
に
登
る

鞍
山
道
の
整
備
を
す
れ
ば
、
児
童
、
先
生
、
父
兄
が

喜
ん
で
く
れ
、
活
動
に
役
立
つ
。
と
い
う
こ
と
で
初

年
度
は
「
登
山
道
の
整
備
」
に
決
定
し
、

ω月
幻
日

に
（
日
）
に
「
モ
ロ
コ
シ
山
整
備
」
を
参
加
同
人
で

実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
父
親
の
皆
さ
ん
で
活
動

し
て
い
く
に
つ
れ
、
次
第
に
力
が
入
り
枕
木
や
道
の

整
備
が
出
来
て
、
登
山
道
が
通
り
や
す
く
な
り
児
童
、

先
生
、
父
兄
が
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

翌
年
は
登
山
道
周
囲
の
草
刈
老
参
加
お
人
で
実
施
。

翌
々
年
は
登
山
道
の
外
、
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
飛

び
や
す
く
な
る
よ
う
に
低
木
の
伐
採
や
草
刈
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
父
親
の
他
母
親
も
昼
食
作
り
に

参
加
と
増
え
て
行
き
、
活
発
な
活
動
へ
と
進
展
し
て

い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
赤
城
姫
を
愛
す
る
会
、
赤
械
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
、
歴
代
の
父
兄
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
活
動
の

輪
が
広
が
り
、
最
近
で
は
印
j

m
人
と
参
加
人
員
も

増
え
活
動
が
活
発
に
な
り
、
草
刈

・
雑
木
の
伐
採
と

広
範
囲
に
整
備
保
護
活
動
が
出
来
て
い
ま
す
。
現
在

整備活動の他、カタクリ、ウスバサイシンの

届え付けも行い保護活動に役立ち、少しずつ

ヒメギフチョウも増えて来ていると確信して

います。

同年間「南雲の皇父親クラブのヒメギフチョ

ウ保護活動」が無事故で活発に活動出来たの

も父親クラブ・父兄・学校の先生・赤城ロー

タリークラブ・赤城姫を愛する集まり・地域

の皆さんのお蔭と深く感謝をしています。

今後もこの保護活動が何時までも続くよう

努刈して行きたいと思います。

南雲 ヒ
の メ

喜多
ーチ
ーブフ ヨ

童代 を・／

イ久呆 守主

: ~ 
ーし、

我
が
ず
が
南
雲
小
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
参
加
し

て
早
7
年
老
経
過
し
た
赤
城
の
モ
ロ
コ
シ
山
に
生
息

し
て
い
る
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
保
護
活
動
。
娘
、が
1

年
生
の
と
き
に
行
事
で
モ
ロ
コ
シ
山
登
山
に
行
く
と

聞
き
．
緒
に
参
加
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
チ
ョ
ウ
の

舞
を
見
る
と
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
で
、

そ

の
チ
ョ
ウ
が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
知
り
、

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
の
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
そ

し
て
、
小
学
校
で
は
「
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
保
護
活

-3-



動
」
を
通
し
て
生
命
尊
重
や
郷
土
愛
を
青
て
る
活
動

を
し
て
い
る
と
聞
き
、
私
も
そ
の
活
動
へ
参
加
を
決

め
た
。
年
l
同
の
下
革
刈
り
の
参
加
で
あ
る
が
、
日
叫

が
ふ
る
さ
と
南
雲
に
世
界
的
に
口
霊
な
ヒ
メ
ギ
フ

チ
ョ
ウ
が
生
息
を
続
け
て
い
け
る
と
と
を
切
に
願
っ

て
い
る
。

娘
や
息
子
、
が
臼
を
き
ら
き
ら
さ
せ
な
が
ら

「向
然

観
察
会
で
、
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
2
頭
飛
ん
で
た
よ
。

保
識
の
看
板
を
立
て
て
き
た
よ
。
と
話
し
て
く
れ
た

の
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
私
は
ヒ
メ

ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
舞
う
迩
を
ま
だ
見
て
い
な
い
。
だ
か

ら
と
そ
、
い
と
お
し
く
感
じ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の

「モ
ロ
コ
シ
山
整
備
活
動

（下
草
刈
り
）L

を

始
め
た
南
雲
小
父
親
ク
ラ
ブ
の
目
的
の
1
つ
で
あ
る

「郷
土
へ
の
愛
情
と
誇
り
を
育
て
る
。い

に
大
い
に
賛

同
し
て
私
も
草
刈
り
鎌
l
つ
で
参
加
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
と
の
活
動
は
同
年
自
に
入
っ
た
そ
う
で
あ
る
c

参
加
者
へ
の
負
犯
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
な
い
の
が
継

続
し
て
い
る
理
由
で
あ
ろ
う
。
今
後
も
こ
の
活
動
が

継
続
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
い
た
い
。

私
は
南
雲
地
区
に
生
活
し
て
い
て
、
自
然
の
車
か

さ
に
常
に
感
動
し
て
い
る
。
裁
が
家
の
庭
に
は
蛍
が

飛
ん
で
き
た
り
、
オ
ニ
ヤ
ン
マ
が
庭
を
通
り
道
と
し

て
通
過
し
て
い
く
の
を
日
に
す
る
。
そ
し
て
、
ま
だ

日
に
し
た
こ
・
と
の
な
い
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
生
息
。

我
が
子
ヘ
、
ま
た
、
後
坐
の
人
た
ち
の
た
め
に
世
界

的
に
貴
重
な
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
と
し
て
郷

土
（
モ
ロ
コ
シ
山
）
の
自
然
を
守
る
活
動
に
参
加
し

て
い
き
た
い
。

赤
城
姫
の
保
護
活
動
で

地
域
の
活
性
化

保
護
者

俊

輔
狩
野

今
か
ら
お
年
前
、
私
は
赤
城
姫
と
の
出
会
い
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
赤
域
村
に
生
ま
れ
育
ち
、

か
つ
て
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
、
か
い
た
こ
と
は
知
っ
て
い

ま
し
た
が
、
深
山
の
集
会
所
で
の
「
赤
城
姫
を
愛
す

る
集
ま
り
L

の
レ
ク
チ
ャ
ー
に
参
加
し
て
、
現
花
し

て
い
る
と
と
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
年
の
春
、

愛
す
る
会
に
入
会
し
、
赤
城
姫
と
の
出
会
い
に
感
激

し
て
、
写
真
と
ビ
デ
オ
に
収
め
て
歓
喜
し
ま
し
た
。

3
年
間
の
海
外
生
活
で
南
洋
果
け
し
た
自
分
が
地

元
に
戻
っ
て
、
赤
城
山
麓
の
魅
力
を
再
発
見
し
た
時

で
し
た
の

結
婚
後
は
暫
ら
く
地
．
冗
を
離
れ
て
い
ま
し
た
が
、

ふ
る
さ
と
に
戻
っ
て
か
ら
赤
城
姫
の
存
有
の
大
き
さ

を
再
認
識
し
ま
し
た
。
南
蚕
小
は
赤
城
姫
と
強
い
結

び
つ
き
が
出
来
て
い
た
の
で
す
。
長
男
、
か
6
年
生
の

時
に
、
霞
ヶ
関
ま
で
出
か
け
て
、
南
雲
小
の
保
護
活

動
の
表
彰
式
に
出
席
し
て
、
新
聞
に
も
抱
載
さ
れ
る

幸
運
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
6
年
、
最
中

心
と
な
り
上
級
仕
い
に
な
っ
た
次
男
は
今
年
、
諸
先
鋭

方
の
舞
い
踊
る
組
立
体
操
を
す
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

南
雲
小
に
は
、
南
雲
の
哩

「父
親
ク
ラ
ブ
」
が
あ
り
、

平
成
ハ
年
に
発
足
し
て
以
来
、
継
続
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
乙
の
組
織
は
、
こ
れ
ま
で
に
存
続
の
危
機

も
あ
り
ま
し
た
が
、
歴
代
の
P
T
A
会
長
が
中
心
と

な
り
諸
先
輩
方
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
を

し
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
主
た
る
活
動
は
ヒ
メ
ギ

フ
チ
ョ
ウ
保
護
の
た
め
の
下
草
刈
り
で
す
。
毎
年
行

わ
れ
る
秋
の
下
草
刈
り
の
際
に
は
、
「
父
一親
ク
ラ
ブ
」

の
実
態
が
は
っ
き
り
わ
か
る
と
亘
っ
て
も
過
．．
 
A
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
、
父
親
ク
ラ
ブ
の
親
時
会
の
折
り
に
、
新

た
な
イ
ベ
ン
ト
の
計
画
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
地

域
の
仰
を
さ
ら
に
強
め
よ
う
と
、
こ
れ
ま
で
自
治
会

ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た
夏
の
パ
！
ベ
キ
斗
！
を
南
雲

全
体
で
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
小
中
学

校
の
再
編
問
題
で
、
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
南
袋
小
の
存

続
で
は
あ
り
ま
す
が
、
初
め
て
の

「南
雲
子
ど
も
夏

祭
り
」
を
企
阿

・
実
施
で
き
、
赤
城
姫
も
喜
ん
で
く

れ
て
い
る
と
と
で
し
ょ
う
。
保
護
し
て
い
る
は
ず
の

赤
城
姫
に
、
地
域
、が
見
守
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
c

4 -



j市Uゅ アさぐ』 麓でま
立 メレヒ

和 子し百
子て

本
校
は
、
渋
川
の
東
北
、
標
高

ωmに
位
置
し
、

赤
城
山
大
沼
か
ら
涜
れ
出
す
沼
尾
川
の
渓
谷
雨
雲
谷

に
沿
っ
て
散
仕
す
る
集
落
か
ら
成
り
立
つ
農
山
村
を

学
校
区
と
し
て
い
ま
す
。
緑
豊
か
で
自
然
に
恵
ま
れ

た
地
域
で
、
深
山
地
昆
の
山
の
周
辺
に
は
、
群
馬
県

天
然
記
念
物
、ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
」が
生
息
し
て
お
り
、

住
民
あ
げ
て
保
護
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
豊

か
な
れ
然
を
大
切
に
し
、
自
然
と
と
も
に
生
活
し
て

い
る
地
域
で
す
。

本
校
は
平
成
7
年
度
に
文
化
庁
よ
り
「
文
化
財
愛

護
活
動
推
進
方
策
に
i

委
嘱
さ
れ
た
と
と
に
よ
り
、

ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
保
護
し
、
絶
滅
の
危
機
か
ら
救

う
情
動
を
、
南
雲
の
里
父
規
ク
ラ
ブ

・
地
域
住
民

・

関
係
保
護
間
体

・
行
政
と
連
携
し
て
継
続
し
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
保
護
活
動
を
教
育
課

程
に
位
置
づ
け
、
体
験
学
習

・
氾
究
活
動
を
通
し
て
、

保
議
す
る
重
要
性
老
理
解
す
る
と
共
に
、
児
童
が
郷

土
を
愛
し
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
ん
寸
る
態
度
と
実
践

力
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
保
護
活

動
は
、
地
域
の
自
然
を
守
り
、
命
の
大
切
さ
を
見
つ

め
る
環
境
教
育
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

〈

1
年
間
の
主
な
活
動
内
容
〉

i
、
l
年
生
に
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
と
と
を
教
え
よ

う

（
4
川）

初
め
て
活
動
す
る
l
年
生
に、

5
年
生
が
「
l
年

生
に
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
と
と
を
教
え
よ
う
」
と

題
し
て
学
智
会
を
開
く
。
店
沢
孝
一
先
生
寄
贈
の

写
真
集
を
l
年
宅
に
贈
る
。

2
、
全
校
事
前
学
習
会
（
4
月）

各
児
章
一が
自
然
観
察
会
に
参
加
す
る
め
あ
て
を
決

め、

「赤
械
姫
を
愛
す
る
集
ま
り
」
の
先
生
方
か
ら
、

ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
生
態
や
亦
城
山
の
円
然
に
つ

い
て
説
明
を
い
た
だ
く
。
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
A
詰

め
た
赤
城
山
の
臼
然
へ
の
関
心
を
高
め
る
。

3
、
全
校
什
然
観
察
会
（
5
月）

全
校
児
童

・
保
護
者
（
希
望
者
）
に
よ
る
自
然
観

察
会

：ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
に
会
い
に
行
こ
う
」
を

実
施
し
、
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
生
息
す
る
山
に
て
、

観
察
活
動
を
開
始
す
る
。

6
年
生
は
4
年
時
か
ら

育
て
て
き
た
ド
ン
グ
リ
の
苗
を
柏
樹
す
る
。

4
、
幼
虫
観
察
会

（6
月）

4
年
作
れ
は
総
合
的
な
学
習
の
時
聞
に
て
、
再
度
山

に
務
り
、
ヒ
メ
ギ
ブ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
を
観
察
す
る
。

卯
や
幼
虫
の
様
子
を
自
分
の
目
で
確
か
め
て
く
る
。

5
、
「
赤
城
姫
を
愛
す
る
集
ま
り
」
研
究
紀
要
に
作
文

を
投
稿
（
8
月）

6
年
生
は
、

6
年
間
の
保
護
活
動
の
集
大
成
と
し

て
、
作
文
を
寄
稿
す
る
。

6
、
下
草
刈
り
と
保
護
吾
板
立
て
（
凶

H
）

父
親
ク
ラ
ブ
、
保
護
者
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
県
・

市
文
化
財
保
護
謀
、
保
訟
団
体
の
方
々
が
山
の
下

草
を
刈
っ
て
チ
ョ
ウ
の
通
り
道
を
つ
く
る
。
4
年

生
は
保
訟
を
訴
え
る
手
作
り
看
板
を
設
置
す
る
。

さ
ら
に
、
ど
ん
ぐ
り
を
拾
っ
て
き
て、

学
校
に
て

ポ
ッ
ト
で
育
て
る
。

渋川市立南雲小学校
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7
、
学
習
発
表
会

（日
月
）

4
年
生
が
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
「
ヒ
メ
ギ

フ
チ
ョ
ウ
博
士
に
な
ろ
う
」
も
学
習
成
果
を
地
域

交
流
で
発
表
す
る
。

ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
保
護
活
動
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
は
人
間
と
し
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で

い
ま
す
。
私
は
、
南
雲
小
の
子
ど
も
た
ち
に
は
本
物
に

出
会
わ
せ
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
紛
い
物

で
は
な
く
、
疑
似
体
験
で
は
な
く
、
本
物
で
す
。
今
の

時
代
、
頭
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
自
分
か
ら
考
え
、

や
っ
て
み
よ
う
と
す
る
子
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

体
験
が
伴
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
本
物
の
体
験
に
出

会
え
ば
自
ず
と
感
動
が
湧
き
、
な
ん
で
だ
ろ
う
、
不

思
議
だ
な
、
調
べ
て
み
た
い
、
や
っ
て
み
た
い
と
興

味
関
心
が
高
ま
る
も
の
で
す
。
地
域
の
自
然
の
中
に

出
て
、
赤
城
姫
を
愛
す
る
集
ま
り
の
先
生
方
や
、
群

馬
県
自
然
保
護
連
盟
の
先
生
方
が

一
緒
に
歩
い
て
く

だ
さ
り
、
ど
ん
な
質
問
に
も
、
専
門
的
で
歪
し
い
と

と
を
教
え
て
く
だ
さ
る
。
ま
さ
に
本
物
に
接
す
る
と

と
が
で
き
、
と
ん
な
幸
せ
な
と
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
乙
の
南
雲
小
に
赴
任
し
て

「ウ
ス
パ
サ
イ

シ
ン
、
カ
タ
ク
リ
、
リ
ス
が
食
べ
た
ク
ル
ミ
：
・
」
と
l

年
生
が
自
信
を
持
っ
て
教
え
て
く
れ
た
時
、
本
当
に

跨
き
ま
し
た
。
他
校
の
1
年
生
は
知
ら
な
い
と
と
ば

か
り
で
す
。
6
年
生
が
書
い
た
作
文
を
読
む
と
、
ど

の
子
も
「
地
域
の
自
然
を
自
分
た
ち
が
守
っ
て
い
き

ま
す
。
ヒ
メ
ギ
ア
チ
ョ
ウ
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
決
意
を
き
ち
ん
と
述
べ
て
い
ま
す
。
6
年
間
ヒ
メ

ギ
フ
チ
ョ
ウ
保
護
活
動
に
係
っ
て
き
た
素
直
一な
気
持

ち
か
ら
湧
き
出
た
言
葉
で
す
。
そ
し
て
、
陰
の
力
と
な
っ

て
保
護
し
て
い
る
人
が
い
る
と
と
に
も
気
付
い
て
い

ま
す
。
4
年
生
が
幼
虫
観
察
会
の
時
、

寸ウ
ス
バ
サ
イ

シ
ン
の
所
に
白
い
紙
が
棒
に
付
い
て
い
て
、
よ
く
見

た
ら
、
見
つ
け
た
人
の
名
前
と
日
付
・卵
の
数
・
幼
虫

の
数
が
告
い
で
あ
っ
た
よ
。
斜
面
の
き
つ
い
所
ま
で

入
っ
て
調
査
し
て
く
れ
て
い
る
人
が
い
る
の
だ
な
と

驚
い
た
」左
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
表
舞
台
で
は
な
く
、

人
知
れ
ず
に
地
道
に
保
護
活
動
を
し
て
い
る
人
と
し

て
の
生
き
方
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

写
真
集

『赤
城
姫
早
春
に
舞
う

j
ヒ
メ
ギ
フ

チ
ョ
ウ
を
守
る
小
学
校

1
』
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ

た
唐
沢
孝

一
先
牛
い
が
次
の
よ
う
な
言
葉
を
寄
せ
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。「
赤
城
姫
が
い
つ
ま
で
も
生
息
し
、

そ
れ
を
守
ろ
う
と
す
る
人
々
が
い
る
こ
と
は
、
群
馬

の
誇
り
で
あ
る
c
」

麓
ま
で
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
舞
う
南
雲
の
里
を
目

指
し
て
、
と
れ
か
ら
も
南
逗
小
の
子
ど
も
た
ち
の
思

い
や
、
保
護
活
動
を
松
明
の
火
の
ご
と
く
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
然
観
察
会
4 

兵
藤

晴
生
i
l
l
1」

5
月
に
全
校
で
自
然
観
察
会
に
行
き
ま
し
た
。
ぼ

く
の
め
あ
て
は
、
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
卵
を
貝
て
く

る
ζ

と
で
し
た
が
、
卵
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
残

念
で
し
た
。
で
も
、
ぼ
く
は
勉
強
し
た
の
で
卵
の
こ

と
は
知
っ
て
い
ま
す
。
卵
は
丸
く
て
黄
緑
色
で
す
。

ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン
の
葉
が
開
く

前
に
卵
を
産
み
ま
す
。
理
由
は
、
葉
が
開
い
た
後
に

卵
を
産
む
と
葉
に
足
が
ひ
っ
か
か
ら
な
い
の
で
、
す

ぐ
に
落
ち
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
ヒ
メ
ギ

フ
チ
ョ
ウ
は
葉
が
開
く
前
に
卵
を
産
む
の
で
す
。
そ

し
て
、
卵
か
ら
幼
虫
、
幼
虫
か
ら
さ
な
ぎ
、

さ
な
ぎ

か
ら
成
虫
と
な
っ
て
、
来
年
の
春
、
ま
た
ヒ
メ
ギ
フ

チ
ョ
ウ
が
飛
ぶ
の
で
す
。

来
年
こ
そ
は
、
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
卵
を
見
て
き

た
い
で
す
。

6 
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杏
菜

ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
幼
虫
観
察
会

一

4 

加
藤

6
月
に
幼
虫
観
察
会
に
行
き
ま
し
た
。
ウ
ス
バ

サ
イ
シ
ン
の
葉
の
う
ら
で
幼
虫
が
9
匹
か
た
ま
っ

て
い
る
様
子
は
と
て
も
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
体

に
は
丸
い
黄
色
い
も
ょ
う
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。

一
緒
に
行
っ
た
l

亦
城
姉
を
愛
す
る
集
ま
り
」
の

服
部
先
生
に
幼
虫
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
幼
虫
は
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン
の
葉

を
食
べ
つ
く
す
と
次
の
葉
を
さ
が
し
ま
す
。
自
は

よ
く
み
え
な
い
の
で
、
に
お
い
を
か
い
で
さ
が
し

ま
す
。
そ
の
時
、
元
気
な
幼
虫
が
ど
ん
ど
ん
さ
が

し
は
じ
め
ま
す
。
弱
い
幼
虫
は
そ
の
後
に
つ
い

て

い
き
、

ウ
ス
パ
サ
イ
シ
ン
ま
で
た
ど
り
つ
く
と
と

が
で
き
る
の
で
す
。
幼
虫
は
大
て
き
に
ね
ら
わ
れ

な
い
よ
う
に
、
み
ん
な
で
か
た
ま
っ
て
体
老
大
き

く
見
せ
て
い
ま
す
。
も
し
、
お
そ
わ
れ
で
も
安
心

で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
て
き
が
ウ
ス
パ
サ
イ

シ
ン
に
乗
る
と
薬
が
ゆ
れ
、
幼
虫
は
す
ぐ
に
地
面

に
落
ち
る
か
ら
で
す
。
幼
虫
は
地
面
の
色
そ
っ
く

り
な
の
で
、
う
ま
く
ま
ぎ
れ
る
と
と
が
で
き
る
の

で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
は
、

た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
工
夫
し
て
生
き
て
い
る
の
だ

と
い
う
ζ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

下
草
刈
り
5 

茂
木

つ
く
し

4
年
生
の
時
私
は
下
草
刈
り
に
参
加
し
ま
し

た
。
下
草
刈
り
で
は
、
モ
ロ
コ
シ
山
の
環
境
を
整

え
る
た
め
に
、
ま
ず
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ド
ン
グ
リ
の
苗
を
植
え
る
手
伝
い
も
し
ま
し

た
。
次
に
私
た
ち
が
作
っ
た
看
板
を
立
て
ま
し
た
。

看
板
が
初
め
は
う
ま
く
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
し
っ
か
り
立
て
ら
れ

た
時
は
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
私
た
ち

の
作
っ
た
看
板
で
、
モ
ロ
コ
シ
山
に
来
た
人
達
が
、

ち
ょ
っ
と
で
も
「
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
守
ら
な
く

て
は
。」

と
患

っ
て
く
れ
た
ら
、
本
当
に
う
れ
し

い
で
す
。

お
父
さ
ん
た
ち
が
、
い

っ
せ
い
に
草
刈
り
機
を

使
っ
て
木
を
切
っ
て
い
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
山

が
き
れ
い
に
な
り
、
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
守
る
た
め
に
、

下
草
刈
り
の
活
動
を
続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

ぼ
く
た
ち
は
、

一
．
組
に
分
か
れ
て
看
板
を
一一

つ
作

り
ま
し
た
。
看
板
作
り
で
、
大
変
だ
っ
た
所
は
一一

つ

あ
り
ま
す
。

－
つ
日
は
、
絵
を
考
え
る
と
と
で
す
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
二
つ
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
て
、
ど
っ
ち
を
選
、ぶ

の
か
迷
っ
た
か
ら
で
す
。

二
つ
目
は
色
ぬ
り
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
細

か
い
所
を
ぬ
る
の
が
大
変
で
し
た
。

下
草
刈
り
で
は
、
ド
ン
グ
リ
の
苗
を
植
え
た
り
、

シ
カ
が
入
ら
な
い
よ
う
に
ネ
ッ
ト
を
か
け
た
り
、
看

板
を
立
て
た
り
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
絶
め
つ
し
な

い
よ
う
に
、
ぼ
く

た
ち
も
ヒ
メ
ギ
フ

チ
ョ
ウ
の
環
境
を

守
る
た
め
に
何
か

役
立
つ
こ
と
を

一

つ
一
つ
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。 看

板

立

て
5 

大
畠

隆
也
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ど
ん
ぐ
り
の
公苗

言語
一雲 てえ

5
月
7
日
、
自
然
観
察
会
で
モ
ロ
コ
シ
山
に
登
り

ま
し
た
。
今
年
は
天
候
が
悪
く
、
残
念
な
が
ら
ヒ
メ

ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
登
る
途
中
に
カ
タ
ク
リ
や
ス
ミ
レ
、
ウ
ス
バ

サ
イ
シ
ン
を
貝
る
と
と
が
で
き
、
今
年
も
立
派
に
咲

い
て
い
る
と
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
頂
上
に
若
き
み

ん
な
で
お
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
そ
の
後
、
赤
城
姫
を
愛
す
る
会
の
先
生
に
、

ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
生
息
場
所
や
、
年
々

ど
の
く
ら
い
減
っ
て
い
る
か
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
モ
ロ
コ
シ
山
を
下
山
す
る
時
に
、
南
雲

小
の
6
年
牛
．と
先
生
で
、
ど
ん
ぐ
り
の
苗
を
植
え
ま

し
た
。
み
ん
な
が
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
舞
う
モ

ロ
コ

シ
山
に
な
っ
て
欲
し
い
と
、
杭
に
願
い
を
書
き
ま
し

た
。
今
ま
で
の
6
年
生
が
植
え
た
ど
ん
ぐ
り
の
木
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
私
達
が
大
人
に
な
っ
た
時
、

こ
の
願
い
の
よ
う
に
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
舞
う
林
に

な
っ
て
い
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
ヒ
メ
ギ

フ
チ
ョ
ウ
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
な
く
て
残
念
で
し
た

が
、
と
れ
か
ら
も
モ
ロ
コ
シ
山
の
活
動
に
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

モ
ロ
コ
シ
山
の
自
然

6 

久
保
田

盲

伍

「ー
ぼくは、i年生の時に初めてモロコシ山に

登りました。モロコシ山には、山の頂上にし

か見られないチョウや楠物をたくさん見ると

とができました。きれいでした。

4年生の時は幼虫観察会や下草刈りなどが

ありました。幼虫観察では、幼虫を見るとと

ができました。全校登山の時は、見られない

ので貴重な体験だったと思います。

下草刈りでは、看板を立てました。右板を

作っているところが新聞に載りました。

5年生の時には群馬テレビが取材に来まし

た。そしてぼくたちが調べた資料を発表しま

した。緊張したけど、きちんと発表できたの

でよかったです。

最後に6年間を振り返って、ぼくはもっと

ヒメギフチョウが増えていって、出雲小まで

飛んで来て欲しいと思いました。これからも

保護活動に携わっていきたいです。

モ
ロ
コ
fシ
ゑ 山
重整
角備
田活

要動

私
は
現
在
南
雲
の
宅
、
父
親
ク
ラ
ブ
で
モ
ロ
コ
シ

山
整
備
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

父
親
ク
ラ
ブ
は
、
私
の
子
供
も
通
う
南
雲
小
の
子

供
達
の
父
親
や
、
P

T
A
の
O
B
で
結
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
父
親
ク
ラ
ブ
の
モ
ッ
ト
ー
は

ー
、
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
あ
う
c

2
、
健
や
か
な
、
還
し
い
南
雲
の
ず
を
育
て
る
。

3
、
大
人
も
子
供
も
、
地
域
の
人
や
自
然
と
の
関
わ

り
あ
い
を
深
め
る
。

こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の

ひ
と
つ
に
、
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
生
息
地
で
あ
る
モ

ロ
コ
シ
山
の
整
備
が
あ
り
、
毎
年
秋
の

一
目
、
父
親

ク
ラ
ブ
、
南
雲
小
児
童
、
教
職
員
、
児
童
保
護
者
、

赤
城
姫
を
愛
す
る
集
ま
り
、
地
域
の
人
や
関
係
者
な

ど
百
人
を
超
え
る
人
達
で
整
備
し
て
い
ま
す
。

モ
ロ
コ
シ
山
整
備
は
、
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
吸
蜜

に
訪
れ
る
カ
タ
ク
リ
の
花
や
、
食
平
の
ウ
ス
パ
サ
イ

シ
ン
が
増
え
る
よ
う
早
朝
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
々
が

協
力
し
て
雑
草
刈
り
や
、
枯
死
し
た
樹
木
を
片
付
け

た
り
し
て
環
境
幣
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
と
れ
も
先

占 8 -



準
遠
か
ら
地
道
に
受
け
継
い
だ
年
中
行
事
で
あ
り
、

単
に
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
こ
の
地
で
増
え
る
こ
と
を

願
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
私
は
少
し
前
ま
で
は
ヒ
メ

ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
名
前
す
ら
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
父

親
ク
ラ
ブ
に
入
り
行
事
に
参
加
す
る
う
ち
に
先
生
や

子
供
達
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
き
だ
ん
だ
ん
興

味
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
活
動
の
中
で
少
し
媛
念
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
捕
獲
や
、
産

卵
し
た
ウ
ス
パ
サ
イ
シ
ン
や
カ
タ
ク
リ
を
持
去
る
人

が
い
る
こ
と
で
す
。
南
雲
小
の
児
童
が
手
作
り
看
板

で
保
護
を
訴
え
て
い
ま
す
が
、
被
害
は
後
老
絶
ち
ま

せ
ん
。
悲
し
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
児
童
や
私
達
の
保
護
活
動
を
多
く
の
人
が

知
る
こ
と
に
よ
り
、
理
解
し
て
く
れ
る
と
確
信
し
て

モ
ロ
コ
シ
山
の
整
備
活
動
老
、
今
後
も
続
け
て
行
こ

う
と
思
い
ま
す
。

／
K
 

亦
城
山
の

ゴ
マ
シ
ジ
ミ
関
述
調
査
（
4
）

（代
表
）

片
山

満

秋

ギフチョウ

1
．
は
じ
め
に

北
海
道
、
本
州
、
九
州
に
分
布
す
る
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
は
、

「群
馬
県
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
（
動
物

編）

2
0
1
2
年
改
訂
版
」
に
絶
滅
の
危
険
性
が
最

も
高
い
絶
滅
危
慎
l
類
と
評
価
さ
れ
記
さ
れ
て
い
る

（
群
馬
県
、

2
0
1
2
1

赤
城
山
に
お
け
る
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
の
生
息
は

2
0
0
4
年
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
降
の

記
録
は
な
い
。
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
は
生
息
地
に
よ
っ
て
変

良
が
あ
り
、
赤
城
山
産
は
麹
表
の
青
藍
色
部
が
時
化

し
て
い
る
特
徴
の
あ
る
乙
と
で
知
ら
れ
て
い
た
。

北
海
道
j
岩
手
県
ま
で
は
主
に
ナ
ガ
ボ
ノ
シ
ロ
ワ

レ
モ
コ
ウ
の
生
育
す
る
湿
原
に
、
中
部
以
南
で
は
採

草
地
や
伐
採
地
な
ど
の
ワ
レ
モ
コ
ウ
の
生
え
る
草
地
・

前
原
が
、
中
部
山
岳
地
帯
で
は
稜
線
部
の
カ
ラ
イ
ト

ソ
ウ
な
ど
の
生
え
る
情
原
が
主
な
分
布
地
で
あ
る
（日

本
チ
ョ
ウ
類
保
全
協
会
編

2
0
1
2
）。
と
と
ろ
が

人
間
社
会
の
生
活
様
式
の
変
化
か
ら
山
の
利
用
や
手

入
れ
な
ど
の
状
況
が
著
し
く
変
化
し
て
生
息
環
境
が

悪
化
し
、
ま
た
採
集
圧
な
ど
に
よ
り
個
体
数
が
激
減

し
て
現
在
に
宅
っ
て
い
る
。

ゴ
マ
シ
ジ
ミ
の
成
虫
は
8

A初
旬
に
現
れ
て
ア
ザ

ミ
類
、
ハ
ギ
類
、
ワ
レ
モ
コ
ウ
な
ど
の
花
か
ら
吸
蜜

し
て
生
活
し
、
ナ
ガ
ボ
ノ
シ
ロ
ワ
レ
モ
コ
ウ
や
ワ
レ

モ
コ
ウ
に
産
卵
す
る
。
幼
虫
は
花
穏
を
餌
に
し
て
育

ち
、
秋
に
4
齢
（
終
齢
）
に
な
っ
た
幼
虫
は
地
上
に

降
り
て
ク
シ
ケ
ア
リ
類
に
く
わ
え
ら
れ
て
そ
の
巣
に

入
り
、
ア
リ
の
幼
虫
や
嫡
を
餌
に
し
て
越
冬
し
、
翌

年
の
互
に
蛸
化
し
羽
化
す
る
。
し
た
が
っ
て
ゴ
マ
シ

ジ
ミ
は
、
ワ
レ
モ
コ
ウ

・
ク
シ
ケ
ア
リ
類
が
共
存
し

な
け
れ
ば
生
活
史
は
全
う
で
き
ず
、
伺
休
群
（
稀
）

の
存
続
は
で
き
な
い
。

赤
城
山
に
お
い
て
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
の
生
息
環
境
に
関

連
す
る
調
有
を
2
0
1
0
年
か
ら
継
続
し
て
実
施
し

て
き
た
。
2
0
1
0
年
は
「
ワ
レ
モ
コ
ウ
」
と

「
シ

ワ
ク
シ
ケ
ア
リ
」
の
存
在
確
認
を
荒
山
高
原
・
荒
山

・

鍋
割
山
と
箕
輪
の
綴
の
広
場
で
行
っ
た
。
ま
た

2
0
i
l
年
に
は
同
じ
方
法
で
、
地
蔵
岳
と
第
1
1

第
3
ス
キ
！
場
及
び
新
坂
平
で
実
施
し
た
。
そ
れ
ら

の
結
果
、
い
ず
れ
の
場
所
に
も
ワ
レ
モ
コ
ウ
や
シ
ワ

ク
シ
ケ
ア
リ
が
数
多
く
存
伝
し
て
お
り
、
ゴ
マ
シ
ジ

ミ
の
生
息
環
焼
は
保
た
れ
て
い
る
と
と
が
隊
認
さ
れ

た

（片
山
他

2
0
1
0，
2
o
i
l
y

2
0
1
2
年
は
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
（
成
虫
）
の
坐
息
確
認

調
査
を
武
山
高
原
・荒
山
及
び
銅
剣
山
で
実
施
し
た
。
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想
天
候
で
あ
っ
た
が
、
後
日
の
晴
天
時
に
な
さ
れ
た

同
じ
場
所
の
調
査
で
も
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
の
存
在
は
確
認

さ
れ
な
か
っ
た

（
片
山
他

2
0
1
2
1

2
．
調
査
と
結
果

「
関
連
調
査
（
4
）」
は
2
0
1
3午
8
月

μ
口
に
、

か
つ
て
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
が
数
多
く
生
息
し
て
い
た
と
い

う
、
標
高
約
制

m
に
広
が
る
鍋
剖
山
の
南
登
山
口
付

近
の
草
原
（
図
i
）
老
中
心
と
し
た
約

ω
凶
に
お
い

て、

2
0
1
2
年
と
同
様
の
店
法
で
実
施
し
た
。

ζ

の
場
所
は

「ぷ
城
山
の
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
関
連
調
査
（
1
）」

と
し
て
2
0
1
2
年
に
実
施
し
た
ワ
レ
モ
コ
ウ
と
シ図 7

ワ
ク
シ
ケ
ア
リ
調
査
場
所
の
下
部
に
隣
接
し
、
鍋
割

山
登
山
道
の
北
側
に
あ
る
。
2
0
1
0年
当
時
は
放

置
さ
れ
て
い
た
た
め
丈
が
2
m
以
上
の
ア
ズ
マ
ネ
ザ

サ
や
低
木
が
著
し
く
繁
茂
し
て
い
た
場
所
で
あ
っ
た

が、

2
0
1
1
年
に
刈
り
払
い
が
行
わ
れ
て
お
り
、

主
に
ス
ス
キ
の
茂
る
見
通
し
の
良
い
草
原
に
な
っ
て

い
た
。
と
の
草
原
は
鍋
割
暫
山
道
か
ら
北
側
へ
平
行

に
伸
び
る
小
道
に
挟
ま
れ
た
場
所
で
あ
り
、
調
査
は

9
時
初
分

i
H
時
初
分
ま
で
、
チ
ョ
ウ
類
に
詳
し
い

服
部
と
成
田
の
指
導
の
も
と
に
参
加
者
8
人
が
横
j

列
に
な
っ
て
北
側
に
向
か
っ
て
歩
き
な
が
ら
行
っ
た
。

当
け
も
狛
暑
が
連
続
す
る
晴
天
で
あ
り
気
温
は
初
℃

以
卜
．
に
達
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
（
当
日
、
標
高
約

m
mの
前
橋
市
の
巌
高
気
温
は
射
し
を
記
録
し
た
）
。

こ
の
調
査
で
も
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
は
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
が
次
に
記
す
チ
ョ
ウ
類
日
種
が
確
認
さ
れ
た
。
ア

サ
ギ
マ
ダ
ラ
、
ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ
、
ヒ
メ
ウ
ラ
ナ
ミ

ジ
ャ
ノ
メ
、
サ
ト
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
、
コ
チ
ャ
バ
ネ

セ
セ
リ
、
オ
オ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
、
キ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ
、

チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
、
ア
カ
シ
ジ
ミ
、
ウ
ラ
ミ
ス
ジ
シ

ジ
ミ
、

エ
ゾ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
、
ベ
ニ
シ
ジ
ミ
、
ル
リ

、ンぃンミ『
。

開
花
中
の
植
物
は
次
の
同
種
（
五
十
音
順
）
で
あ
っ

た
。
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
、
キ
オ
ン
、
キ
ヌ
タ
ソ
ウ
、
ク

ル
マ
バ
ナ
、
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
、
コ
ガ
ン
ピ
、
タ
ケ

ニ
グ
サ
、
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
、
ナ
ツ
ノ
タ
ム
ラ
ソ
ウ
、

ニ
ガ
ナ
、
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
、

ヤ
マ
ハ
ギ
、

ワ
レ
モ
コ
ウ
、
リ
ョ
ウ
ブ
。

調
窓
口
地
で
確
認
さ
れ
た
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
の
生
活
史
に

必
要
な
開
花
中
の
ワ
レ
モ
コ
ウ
は
2
株
で
あ
り
、
こ

れ
ら
開
花
株
以
外
の
ワ
レ
モ
コ
ウ
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
。
こ
の
場
所
は
長
年
に
わ
た
っ
て
放
置
さ
れ

て
い
た
た
め
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
な
ど
が
密
生
し
て
日
光

不
足
な
ど
に
よ
り
、
消
失
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

刈
り
払
い
が
行
わ
れ
て
シ
バ
や
ス
ス
キ
な
ど
が
生

育
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
次
第
に
ワ
レ
モ

コ
ウ
も
侵
入
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
ワ
レ
モ
コ
ウ

以
外
に
キ
オ
ン

・
リ
ョ
ウ
ブ

・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
の
花
は

多
く
見
ら
れ
た
が
、
他
は
い
ず
れ
も
個
体
数
が
少
な

か
っ
た
。

今
回
の
主
な
調
査
地
の
上
部
に
隣
接
す
る
草
原
は

か
つ
て
（
1
9
8
0年
代
以
前
）
は
カ
ヤ
場
で
あ
り
、

ス
ス
キ
の
株
元
に
は
オ
オ
ナ
ン
バ
ン
ギ
セ
ル
が
群
生

し
て
い
た
。
こ
こ
は
2
0
1
0
年
の
調
査
で
草
丈
の

小
さ
な
ワ
レ
モ
コ
ウ
が
数
多
く
確
認
さ
れ
て
い
た
。

現
存
も
草
丈
が
約
問

m
の
ス
ス
キ
を
主
と
し
た
草
原

で
あ
る
。
と
の
草
原
に
も
入
っ
て
調
査
し
た
が
ゴ
マ

シ
ジ
ミ
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

今
回
の
調
査
地
の
費
山
道
を
挟
ん
で
東
側
は

2
0
1
2
年
に
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
な
ど
の
刈
り
払
い
が
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さ
れ
た
が
、
ま
だ
草
原
が
発
達
し
て
い
な
い
の
で
調

査
は
行
わ
ず
（
図
2
）
、
登
山
道
か
ら
伐
採
地
の
全
民

を
見
渡
し
た
の

か
つ
て
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
が
数
多
く
生
育
し
て
い
た
と

い
う
場
所
を
2
0
1
2年

（荒
山
高
原
、
荒
山
南
面
、

鍋
割
山
）
と
A
7
同
の
調
査
を
行
っ
た
、
い
ず
れ
の
場

合
で
も
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
の
幼
虫

・
成
虫
と
も
に
確
認
さ

れ
な
か
っ
た
と
と
や
、
他
に
確
認
情
報
な
い
と
と
か

ら
、
現
時
点
で
は
赤
城
山
の
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
は
ほ
ぼ
絶

滅
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

た
だ
、
ワ
レ
モ
コ
ウ
と
シ
ワ
ク
シ
ケ
ア
リ
が
存
在

す
る
と
と
か
ら
、
他
の
地
域
か
ら
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
が
飛

来
す
れ
ば
生
育
は
可
能
で
あ
り
、
分
布
地
と
し
て
復

活
す
る
可
能
性
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
c

こ
の
「
赤
城
山
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
関
連
調
官
（
4
）一

に

参
加
し
た
の
は
、
片
山
の
他
に
服
部
図
上
・成
田
正
嗣
・

関
敏
雄
・

須
田
け
い

・
佐
藤
康
弘

・
原
島
早
市
・

桜
井
久
子
で
あ
る
。

な
お
、
今
回
の
調
査
を
も
っ
て

「赤
城
山
の
ゴ
マ

シ
ジ
ミ
関
連
調
査
」
は
終
了
す
る
こ
と
に
し
た。

図2

引
用
文
献

群
馬
県
（
2
0
1
2
）
群
馬
県
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る

野
生
生
物
動
物
編
2
0
1
2
年
改
訂
版
、

卯－

m

片
山
満
秋
他
（
2
0
1
1
）
赤
城
山
の
ゴ
マ
シ
ジ
ミ

関
連
調
査
（
l
）
・
群
馬
の
拘
然
、

m
…3
7

群
馬
県
自
然
保
護
連
盟

片
山
満
秋
他
（
2
0
i
l
）
赤
城
山
の
ゴ
マ
シ
ジ
ミ

関
連
調
査

（2
）
・
群
馬
の
白
然
、
間
一

M

n，

群
馬
県
自
然
保
議
連
盟

片
山
満
秋
他

（2
0
1
2
）
赤
城
山
の
ゴ
マ
シ
ジ
ミ

関
連
制
査
（
3
）
・
群
馬
の
自
然
、
前

一
2
7
4

群
馬
県
自
然
保
護
連
盟

日
本
チ
ョ
ウ
類
保
全
協
会
編
（
2
0
1
2
）

フ
ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
日
本
の
チ
ョ
ウ
、
仰
－
m，

誠
文
堂
新
光
社

｜｜ 

6
月

η
日
実
施

自
然
観
察
会
と
保
護
活
動

「
相
馬
山
」
に
参
加
し
て

鈴

木

雅

美

自
然
観
察
会
と
保
護
活
動
に
始
め
て
参
加
さ
せ
て

頂
き
、
得
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
感
じ
る
と
共
に、

主
催
し
て
い
る
方
々
の
活
動
に
は
敬
窓
を
表
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
今
回
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
動
機
や
感

想
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
3
年
前
、

体
が
重
く
、
内
臓
脂
肪
が
溜
ま
り
、
休
み
の
自
に
休

息
し
て
も
休
と
精
神
的
・
絞
れ
が
と
れ
ず
に
い
ま
し
た
。

妻
の
す
す
め
も
あ
り
、
同
年
振
り
に
運
動
を
始
め
た

と
と
ろ
、
休
と
心
の
調
子
が
良
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

当
初
は
、
経
い
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
か
ら
始
め
、
半
年

経
つ
と
山
に
行
き
た
い
と
思
い
、
往
復
1
時
間
半
程

度、

誰
で
も
行
け
る
山
と
聞
い
て
い
た
地
元
桐
生
の

再
安
山
に
行
き
ま
し
た
。

初
め
て
行
っ
た
時
は
、
途
中
で
何
で
こ
ん
な
に
苦

し
い
の
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
頂
上
に
若

き
、
市
内
を
一
望
す
る
景
色
を
見
た
と
た
ん
疲
れ
も

吹
っ
飛
び
、
そ
の
達
成
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。
以
後
鳴

神
山
、
亦
城
山
、
妙
義
山
、
太
平
山
、
乗
鞍
岳
、
月
山
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に
行
く
こ
と
が
で
き
、
山
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

山
に
行
く
な
ら
多
少
山
の
知
識
が
あ
っ
た
方
が
楽

し
い
と
思
い
、
「
桐
生
観
察
自
然
の
森
」
の
大
人
の
山

歩
き
講
座
で
参
加
さ
せ
て
引
き
、
楽
し
く
過
ご
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
赤
城
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
に
行
き
、
こ
の
会
を
知
り
、
申
込
み
を
さ
せ

て
国
き
ま
し
た
。

群
馬
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
最
近
様
名
山
は
あ
ま

り
縁
が
な
く
、
ま
た
、
山
歩
き
に
行
く
の
は
初
め
て
の

た
め
、
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
ヴ
臼
好
天
に
恵

ま
れ
、
宗
色
も
良
く
、
期
待
し
た
通
り
と
な
り
、
ま
た
、

自
然
観
察
会
で
は
い
ろ
い
ろ
な
植
物
を
教
え
て
頂
き
、

指
導
員
の
方
々
は
な
ぜ
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
植
物

の
こ
と
が
わ
か
る
の
か
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。

植
物
は
つ
い
花
に
ば
か
り
目
が
行
き
ま
す
が
、
葉

や
木
全
体
も
観
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て

頂
き
、
ま
た
、
そ
の
山
特
街
の
棺
物
も
あ
る
と
と
等
参

考
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
植
物
関
鑑
等
見
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
見
ょ
う
と
思
い
ま
し
た
。

自
然
保
護
活
動
（
清
掃
活
動
）
で
は
、
登
山
者
の

ご
み
を
捨
て
な
い
と
い
う
意
識
が
広
ま
っ
て
い
る
せ

い
か
登
山
道
に
は
ご
み
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
駐
車
場
の
近
く
に
は
若
干
ご
み
が
あ
り
、

意
識
の
泣
い
に
よ
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も

参
加
し
た
方
が
l
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
る
と
と

が
重
要
で
は
な
い
か
と
忠
い
、
私
も
伝
え
て
い
き
た

い
と
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
活
動
に
参
加
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
上
毛
三
山
」
の
と
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
静
馬
の

よ
さ
を
理
解
し
、
好
き
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
粒
物

の
と
と
を
知
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
自
然
を
好
き
に

な
り
、
守
る
こ
と
に
繋
が
る
と
感
じ
、
実
践
し
て
い

る
会
の
方
々
を
尊
敬
致
し
ま
す。

6
月
却
日
実
施

I
l
li－
－

I
ll
i－
－

－

大
峰
沼
と
古
沼

白
然
観
察
会
に
参
加
し
て

小
4

大

平

采

音

こ
れ
か
ら
、
白
然
か
ん
さ
つ
会
に
行
っ
て
、
ま
ず

自
然
か
ん
さ
つ
会
に
出
る
人
が
あ
つ
ま
り
ま
し
た
。

次
に
、
山
践
は
り
を
始
め
ま
し
た
。
山
を
登
っ
て
い

る
時
に
他
物
や
動
物
な
ど
の
名
前
を
教
え
て
く
れ
る

人
が
、
す
ぐ
に
、
こ
れ
は
、
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
だ
よ
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
と
、
ア
カ
マ
ツ
、
ヒ
ト
ツ

バ
カ
エ
デ
、
ヤ
マ
グ
ワ
、
サ
ワ
令ク
ル
ミ
な
ど
と
、
い

ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
次
に
、
も
っ
と
山
を
登
っ
て
行
く
と
、
モ
リ

ア
オ
ガ
エ
ル
の
た
ま
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
モ
リ
ア
オ

ガ
エ
ル
の
た
ま
ど
は
、
木
の
上
に
あ
る
と
き
い
て
さ

い
し
ょ
は
、
ほ
ん
と
か
な
と
思
っ
た
け
ど
、
ほ
ん
と

う
で
し
た
c

そのあと、大みね沼を登りました。大みね

沼では、モリアオガエルがいる池の近くを歩

きました。モリアオガエルのたまどはいっぱ

いあったけど、モリアオガエルにはあえませ

んでした。だけど妹のあかねが、この植物は

なんですかときいていたので、植物の名前を

教えてくれる人が、これはホタルブクロと答

えていたので、その

植物の名がわかり、

勉強になりました。

自然かんさつ会は

楽しかったし、勉強

にもなったのでよ

かったです。また参

加したいです。

モ
リ
』ノ？ 

ガオ

コニ
yレ
2 
Lこ

大 あ
平 し、
百もた
立 U し、回 り

わ
た
し
は
、
土
ょ
う

H
に
「
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
を

見
る
会
」
に
い
き
ま
し
た
。

さ
い
し
ょ
は
、
し
ら
な
い
人
ば
か
り
で
ふ
あ
ん
で

し
た
。
で
も
い
っ
て
み
た
ら
や
さ
し
い
人
ば
か
り
で

12 



し
ん
ば
い
じ
ゃ
な
く
な
り
ま
し
た
。
せ
ん
せ
い
が
1

き

き
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
い
っ
て
ね
。」
と
い
わ
れ
た

の
で
、
わ
た
し
は
、
き
き
た
い
こ
と
を
き
い
て
み
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
い
ち
ご
は
赤
い
の
に
オ
レ
ン
ジ

の
い
ち
ど
を
見
つ
け
ま
し
た
。
お
い
し
く
た
べ
ら
れ

る
そ
う
で
す
。
き
ゅ
う
け
い
す
る
ば
し
ょ
に
つ
い
て

か
ら
、
お
べ
ん
と
う
を
た
べ
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
か
ら

，ぬ
ま
」
に
、
し
ゆ

っ
ぱ
つ
し

ま
し
た
。
で
も
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
は
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
で
ど
ん
ど
ん
あ
る
い
て
い
る
と
、
あ
っ

と
い
う
ま
に
も
と
の
ば
し
ょ
に
つ
い
て
し
ま
い
ま
し

た
リ
わ
た
し
は

「モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
」
に
あ
え
な
く
て

ざ
ん
ね
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
た
ん
け
ん
で

き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
い
き
た
い
で
す
。

あ
わ
の
中
に
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

あ
庁、
句一一金
己

は
じ
め
は
ち
ょ
っ
と
歩
い
て
い
た
ら
、
お
母
さ
ん
が

ず
ど
も
の
こ
ろ
よ
く
た
べ
て
い
た
、
ま
あ
る
い
紫
の
実

が
（
く
わ
の
実
）
あ
り
ま
し
た
。
は
じ
め
に
お
母
さ
ん

が
た
べ
た
あ
と
に
、
わ
た
し
が
た
べ
た
ら
お
い
し
か
っ

た
で
す
。そ
し
て
、
ま
た
ち
ょ
っ
と
歩
く
と
、
出
が
あ
っ
て
、

か
え
る
の
な
き
ど
え
が
き
こ
え
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
う

2 

大
平

お
も
い
ま
し
た
。
か
え
る
は
な
き
ど
え
は
す
る
の
に
、

ど
う
し
て
す
が
た
を
み
せ
な
い
の
か
な
と
お
も
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
ま
あ
る
い
あ
わ
に
人
っ
て
い
る
お

た
ま
じ
ゃ
く
し
を
み
ま
し
た
9

で
も
、
あ
わ
に
人
っ
て

い
て
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
は
よ
く
み
え
ま
せ
ん
。
そ
の

あ
わ
は
、
沼
に
あ
る
木
の
え
だ
に
ぶ
ら
さ
、
か
っ
て
い
て
、

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ど
う
し
て
い
ろ
い
ろ
な
ば

し
ょ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
と
お
も
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

さ
い
し
ょ
の
ぬ
ま
の
と
こ
ろ
へ
も
ど
っ
て
く
る
と
、
卜
一

か
ら
お
っ
こ
ち
て
き
た
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
が
、
水
の
な

い
地
め
ん
に
い
ま
し
た
。
わ
た
し
が
そ
れ
を
み
つ
け
て

沼
の
中
に
は
な
し
て
あ
げ
ま
し
た
。
お
た
ま
じ
ゃ
く
し

は
水
が
な
け
れ
ば
死
ん
で
し
ま
う
か
ら
で
す
。
あ
と
に

な
っ
て
よ
い
こ
と
を
し
た
な
と
お
も
い
ま
し
た
。

寸

7
月
刊
日
実
施

i
l
i
li－
－

1

1

1
1
」

一

様
名
山
、
沼
ノ
原

一

一

白
然
観
察
会
と
保
護
活
動
に
参
加
し
て

一

畑
村
誠
一

一

平
成
お
年
7
月
凶
日
、
擁
名
山
、
沼
ノ
原
の
自
然

観
察
会
と
保
護
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

悔
雨
明
け
以
降
、
猛
暑
日
、か
続
き
、
参
加
を
控
え

た
人
も
い
た
よ
う
で
す
が
、

一
般
参
加
同
名
と
会
員
・

説
明
員
の
方
、
合
わ
せ
て
総
勢
お
名
と
い
う
、
大
人

数
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
の
担
当
は
士
川
田
事
務
局
長
と
．
a
A

井
田
理
事
の

お
二
人
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
何
の
保
護
活
動
は
い
つ
も
の
消
掃
と
は
違
い
、

外
来
生
物
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
の
駆
除
に
つ
い
て
、

民
初
に
説
明
が
有
り
ま
し
た
。
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ

は
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
外
来
生
物

に
つ
い
て
知
る
ζ
と
が
出
来
ま
し
た
。

自
然
観
察
会
は
2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
吉
出
さ
ん
と
亀
井
さ
ん
が
主
に
説
明
さ
れ
、
そ
の

他
植
物
、
哨
乳
動
物
、
野
生
生
物
、
野
鳥
、
蝶
、
コ

ケ
等
の
専
門
の
方
の
説
明
も
有
り
ま
し
た
。

沼
ノ
原
一
帯
で
多
く
貝
ら
れ
る
木
の
カ
シ
ワ
と
ミ

ズ
ナ
ラ
と
そ
の
雑
種
、
ズ
ミ
、
マ
ユ
ミ
、
オ
オ
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
、
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
シ
ラ
カ
ン
バ
な
ど
で
貴

重
な
森
林
を
成
し
て
い
ま
し
た
。

ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、
シ
モ
ツ
ケ
ソ
ウ
、
カ
ラ
マ
ツ

ソ
ウ
な
ど
花
も
た
く
さ
ん
の
種
類
が
有
り
、
日
を
楽

し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

X
、
夕
方
か
ら
刊
朝
に
咲
く
と
い
う
ユ
ウ
ス
ゲ
の

レ
モ
ン
色
の
美
し
い
花
が
所
々
に
咲
い
て
い
て
、
運

良
く
見
る
と
と
が
出
来
ま
し
た
c

時
々
吹
く
高
．煉
の
風
が
さ
わ
や
か
で
、
暑
さ
を
ホ
ツ

と
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

向
然
保
護
活
動
に
よ
っ
て
外
来
生
物
の
氾
濫
や
ゴ

ミ
に
よ
る
自
然
破
填
の
な
い
環
境
造
り
を
続
け
、
未
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来
に
つ
な
げ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し

ま
し
た
。

午
後
l
時
初
分
、
予
定
よ
り
だ
い
ぶ
早
く
終
了
。

参
加
者
全
員
が
ケ
ガ
も
な
く
無
事
終
え
る
と
と
が
出

来
ま
し
た
。
会
員
の
方
、

一
般
参
加
の
方
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。

寸

7
月

u
s
m日
実
施

l
I
l
li－
－

会
津
、
猫
魔
岳

自
然
観
察
教
室
里
見

哲
夫

夏
の
自
然
観
察
教
室
は
平
成
お
年
7
月
幻

i
n日

会
沖

・
猫
脆
岳
で
実
施
さ
れ
た
。
数
日
前
か
ら
東
北

地
方
に
か
け
て
、
大
雨
情
報
が
発
令
さ
れ
被
害
も
あ
っ

て
心
配
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
実
施
を
決
定
す
る
に

は
、
事
務
局
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
雨
の
降
ら
な
い
こ
と
を
信
じ
つ
つ
の

出
発
で
あ
っ
た
。
八
方
台
登
山

μ
に
到
着
し
た
の
は

9
時
印
分
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
出
迎
え
て
く
れ
た
の

は
「
喪
服
を
若
た
資
財
人
」
の
異
名
の
あ
る
キ
ベ
リ

タ
テ
ハ
で
あ
る
。

3
匹
位
が
飛
び
交
わ
し
て
い
た
が
、

幼
虫
は
シ
ラ
カ
バ
の
菜
を
食
餌
と
す
る
。
出
発
に
先

立
ち
古
川
事
務
局
長
よ
り
コ

l
ス
に
つ
い
て
の
説
明

と
注
怠
事
以
を
戴
い
た
が
、
氏
は
運
悪
く
ド
ク
タ
ー

ス
ト
ッ
プ
中

（半
月
盤
損
傷
）
で
同
行
で
き
な
い
と

の
こ
と
、
説
明
者
が
い
な
い
た
め
何
と
な
く
責
任
を

感
じ
取
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
雨
の
降
ら
な
い
こ
と
を

願
い
つ
つ
出
発
を
す
る
。

八
方
台
ま
で
の
磐
梯
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
ン
は
無
料
。

こ
の
周
辺
一
帯
は
お
そ
ら
く
ブ
ナ
林
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
ス
ギ
林
や
草
原
に
改
変
さ
れ
て
い
た
。

道
端
に
は
リ
ョ
ウ
プ
、
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、
サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ

ウ
マ
、
ヤ
マ
ブ
キ
シ
ョ
ウ
マ
、
シ
シ
ウ
ド
、
ヨ
ツ
パ

ヒ
ヨ
ド
リ
、
ヤ
マ
ユ
リ
、
コ
ウ
ゾ
リ
ナ
等
の
花
が
自

に
入
る
。
ヤ
ナ
ギ
類
も
多
か
っ
た
。
八
万
台
口
付
近

に
は
ク
ロ
ヅ
ル
（
花
）
、
ブ
ナ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
ウ
リ
ハ

ダ
カ
エ
デ
、
ム
シ
カ
リ
、
オ
オ
イ
タ
ヤ
メ
イ
ゲ
ツ
等

が
：
・
い
よ
い
よ
登
山
道
に
入
る
c

帰
宅
し
て

一
寸
疑

問
を
生
じ
た
の
が
オ
オ
イ
タ
ヤ
メ
イ
ゲ
ツ
で
あ
っ
た
。

何
故
か
と
い
う
と
本
種
は
梢
島
県
を
北
限
と
す
る
値

物
で
あ
る
。
見
慣
す
た
め
に
は
標
本
が
な
い
。
実
は
、

こ
の
地
方
の
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
は
葉
柄
が
長
い
た
め

に
余
程
注
出
思
し
て
見
な
い
と
両
極
老
間
違
え
る
と
と

が
あ
る
c

乙
ん
な
失
敗
が
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て

お
く
。
猫
魔
岳
へ
の
一
帯
は
見
事
な
ブ
ナ
林
で
、
滑

り
易
い
山
道
を
登
る
。
革
本
に
は
、
ツ
ル
ア
リ
ド
ウ
シ
、

ツ
ク
パ
ネ
ソ
ウ
、
タ
マ
ガ
ワ
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
マ
イ
ズ

ル
ソ
ウ
、
ギ
ン
リ
ュ
ウ
ソ
ウ
、
ユ
キ
ザ
サ
、
エ
ン
レ

イ
ソ
ウ
、
タ
ケ
シ
マ
ラ
ン
、
ナ
ル
コ
ユ
リ
、
ア
リ
ド

ウ
シ
ラ
ン
、
ウ
ワ
パ
ミ
ソ
ウ
、
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
、
ヤ
マ

ハ
ハ
コ
、
ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
、
シ
オ
デ
、
ト
ン
ボ
ソ
ウ
、

コ
オ
ニ
ユ
リ
等
。
シ
ダ
類
に
は
コ
ケ
シ
ノ
ブ
、
シ
ノ

ブ
カ
グ
マ
、
シ
シ
ガ
シ
ラ
、
ホ
ソ
バ
ナ
ラ
イ
シ
ダ
、

シ
ラ
ネ
ワ
ラ
ビ
、
オ
オ
バ
シ
ョ
リ
マ
、
ホ
ソ
バ
ト
ウ

ゲ
シ
バ
、
ハ
ク
モ
ウ
イ
ノ
デ
等
、
が
。
木
本
に
は
、
ム

ラ
サ
キ
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
、
タ
ム
シ
パ
、
ヒ
メ
ア
オ
キ
、

ミ
ヤ
マ
ア
オ
ダ
モ
、
オ
オ
バ
ク
ロ
モ
ジ
、
テ
ツ
カ
エ
デ
、

ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、
カ
ジ
カ
エ
デ
、

ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
、
コ
ミ
ネ
カ
エ
デ
、
ア
カ
イ
タ
ヤ
、

ミ
ネ
カ
エ
デ
、
オ
オ
モ
ミ
ジ
、
ツ
ノ
ハ
シ
バ
ミ
、
ホ

ウ
ノ
キ
、
エ
ゾ
ア
ジ
サ
イ
、
ツ
ル
ア
ジ
サ
イ
、
マ
ル

バ
マ
ン
サ
ク
、
ズ
ミ
、
ケ
カ
マ
ツ
力
、
ア
ズ
キ
ナ
シ
、

ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ク
ロ
ヅ
ル
、
ツ
タ
ウ
ル
、

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
、
マ
タ
タ
ビ
、
ミ
ヤ
マ
マ
タ
タ
ビ
、
オ

オ
カ
メ
ノ
キ
、
ケ
ナ
シ
ヤ
ブ
デ
マ
リ
、
ガ
マ
ズ
ミ
、

タ
ニ
ウ
ツ
ギ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ
等
が
。

猫
魔
岳
近
く
で
プ
ナ
の
実
の
沢
山
つ
い
て
い
る
の
を

見
る
。
ま
た
、
サ
ラ
サ
ド
ウ
タ
ン
、
コ
ヨ
ウ
ラ
ク
ツ

ツ
ジ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ヨ
ウ
ラ
ク
、
ミ
ヤ
マ
ホ
ツ
ツ
ジ
、

ク
ロ
マ
メ
ノ
キ
、
ア
カ
モ
ノ
、
シ
ラ
タ
マ
ノ
キ
、
ウ

ス
ノ
キ
、
ミ
ネ
ザ
ク
ラ
、
ア
キ
グ
ミ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ク

ロ
ヅ
ル
等
が
あ
る
。
シ
ダ
類
と
し
て
は
ア
ス
ヒ
カ
ズ

ラ
、
タ
カ
ネ
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
、
ホ
ソ
パ
ト
ウ
ゲ
シ
バ
、

ミ
ヤ
マ
ヘ
ビ
ノ
ネ
ゴ
ザ
等
を
見
る
。
目
的
の
1
4
0

4
m
の
猫
魔
岳
に
到
唯
一勺
大
き
な
岩
を
背
岳
山に
夫
々
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が
写
真
蝿
影
。
展
望
も
よ
く
下
の
景
色
を
堪
能
す
る
。

日
時
的
分
、
昼
食
地
は
雄
国
小
屋
と
の
と
と
急
ぎ
下

る
。
山
頂
よ
り
少
し
降
り
た
と
と
ろ
に

一
等
三
角
点

が
あ
っ
た
。
と
こ
よ
り
は
急
斜
面
で
濡
れ
て
い
て
滑

る
。
ふ
と
見
る
と
シ
シ
ガ
シ
ラ
と
ミ
ヤ
マ
シ
シ
ガ
シ

ラ
が
並
ん
で
生
え
て
い
た
。
ミ
ヤ
マ
シ
シ
ガ
シ
ラ
は

葉
柄
、
中
肋
に
か
け
て
紫
色
を
し
て
い
る
の
で
区
別

す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
経
験
度
が
も
の
を
い

う
。
ま
た
、
簡
単
に
見
ら
れ
る
シ
ダ
で
は
な
い
。
周

辺
の
草
本
と
し
て
は
ズ
ダ
ヤ
ク
シ
ュ
、
ヤ
グ
ル
マ
ソ

ウ
、
カ
メ
パ
ヒ
キ
オ
コ
シ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
、

ヤ
マ
ブ
キ
シ
ョ
ウ
マ
、
サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ
、
チ
ゴ

ユ
リ
、
ミ
ヤ
マ
ナ
ル
コ
ユ
リ
、
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
等
が

あ
っ
た
。
木
本
で
は
ハ
イ
イ
ヌ
ガ
ヤ
、
ツ
ル
シ
キ
ミ
、

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
等
。
道
は
ぬ
か
る
み
が
多
く
、
沢
を

渡
る
の
も
大
変
だ
っ
た
。
雄
国
沼
に
指
し
か
か
る
所

に
は
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ミ
ヤ
マ
ナ
ラ
、
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
、

ズ
ミ
、
ア
キ
グ
ミ
や
ノ
ギ
ラ
ン
、
ウ
ツ
ボ
グ
サ
、
ヤ

マ
ハ
ハ
コ
、
ク
ガ
イ
ソ
ウ
、
タ
チ
ア
ザ
ミ
、
タ
チ
ギ

ボ
ウ
シ
等
の
草
本
を
見
る
。
雄
国
沼
で
の
湿
原
植
物

は
全
く
見
ら
れ
ず
、
道
を
挟
ん
だ
左
側
の
斜
面
に
は

ク
ラ
ラ
の
花
、
コ
パ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
、
メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ

サ
等
が
あ
る
が
草
が
刈
ら
れ
て
い
て
多
く
を
記
録
で

き
な
か
っ
た
。
雄
国
小
屋
に
到
着
は
l
時
印
分
、
と

と
で
よ
う
や
く
昼
食
を
と
る
。
小
屋
の
袋
側
に

一
面

ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
が
咲
い
て
い
た
。
ふ
と
見
る
と
足
の

調
子
が
良
く
な
い
吉
田
事
務
局
長
が
来
て
い
た
の
に

は
い
さ
さ
か
驚
い
た
。
雷
鳴
が
激
し
く
心
配
で
迎
え

に
出
向
い
た
と
の
こ
と
。
最
終
コ

l
ス
へ
の
登
山
道

の
荒
れ
が
酷
い
と
い
う
。
所
要
時
間
は
1
時
間
余
と

か
説
明
を
受
け
る
が
、
そ
う
簡
単
で
な
い
と
と
を
知

る
。
雨
具
を
つ
け
て
出
発
す
る
が
、
す
ぐ
さ
ま
ぬ
か

る
道
の
連
続
で
あ
っ
た
。
粘
土
質
の
道
は
滑
り
易
く
、

危
険
を
感
じ
つ
つ
足
を
進
め
る
。
樹
林
下
は
シ
ダ
が

優
占
し
て
い
た
。
ぬ
か
る
道
は
危
険
で
、
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
の
歩
行
で
大
変
だ
っ
た
。
乙
の
道
に
沿
っ

て
の
主
な
シ
ダ
は
、
ヤ
マ
ド
リ
ゼ
ン
マ
イ
、
ホ
ソ
パ

ト
ウ
ゲ
シ
パ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
ヤ
マ
ソ
テ
ツ
、
シ
ノ
ブ

カ
グ
マ
、
ク
ジ
ャ
ク
シ
ダ
、
ワ
ラ
ビ
、
リ
ョ
ウ
メ
ン

シ
ダ
、
サ
ト
メ
シ
ダ
、
ヤ
マ
イ
ヌ
ワ
ラ
ビ
、
ヘ
ピ
ノ

ネ
ゴ
ザ
、
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
、
キ
ヨ
タ
キ
シ
ダ
、
オ
シ
ダ
、

シ
ラ
ネ
ワ
ラ
ビ
、
ミ
ヤ
マ
ベ
ニ
シ
ダ
、
オ
ク
マ
ワ
ラ
ビ
、

ヤ
マ
イ
タ
チ
シ
ダ
、
ミ
ゾ
シ
ダ
、
ホ
ソ
バ
ナ
ラ
イ
シ
ダ
、

イ
ヌ
ガ
ン
ソ
ク
、
ツ
ヤ
ナ
シ
イ
ノ
デ
、
サ
カ
ゲ
イ
ノ
デ
、

ホ
ソ
イ
ノ
デ
、
ミ
ヤ
マ
ク
マ
ワ
ラ
ビ
、
ジ
ュ
ウ
モ
ン

ジ
シ
ダ
、
シ
シ
ガ
シ
ラ
、
フ
モ
ト
シ
ケ
シ
ダ
等
を
記

録
す
る
が
、
も
っ
と
精
査
す
れ
ば
数
を
増
す
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
プ
ナ
の
巨
木
を
見
る
。
回
通
り
直
径
1
m

mω
近
い
も
の
で
、
こ
の
森
の
主
で
あ
ろ
う
。
雨
が
気

に
か
か
る
状
態
に
な
っ
た
時
パ
ス
に
乗
る
と
と
が
出

来
た
。
車
中
で
吉
田
事
務
局
長
の
足
の
状
態
を
心
配

す
る
と
共
に
、
そ
の
労
を
皆
が
労
っ
た
こ
と
と
思
う
。

「
山
形
屋
旅
館
」
で
の
入
浴
は
快
適
。
ぐ
っ
す
り
と

一
夜
を
明
か
す
と
と
が
出
来
た
。

翌
朝
、
目
を
覚
ま
す
と
早
く
も
谷
畑
、
下
回
の
両

氏
は
既
に
探
鳥
の
た
め
外
出
し
て
い
た
。
し
ば
ら
く

し
て
窓
よ
り
外
を
見
る
と
、
前
の
旅
館
の
入
口
に
枝

垂
れ
て
い
る
木
が
あ
る
の
に
気
付
く
。
神
宮
氏
は
ケ

ヤ
キ
だ
ろ
う
と
い
う
。
狩
野
、
神
宮
両
氏
と
と
も
に

確
認
に
山
掛
け
る
。
案
の
定
、
シ
ダ
レ
ケ
ヤ
キ
で
あ
っ

た
。
朝
食
迄
の
時
聞
を
散
策
す
る
。
下
の
川
沿
い
に
、

サ
ワ
シ
バ
、
ア
カ
シ
デ
の
果
実
を
見
る
。
ト
チ
ノ
キ
、

ク
マ
ノ
ミ
ズ
キ
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、
ベ
ニ
イ
タ
ヤ
、
川
面

に
覆
い
被
さ
る
の
は
ケ
ン
ポ
ナ
シ
で
あ
る
。
株
床
に

は
ヒ
メ
ア
オ
キ
が
群
れ
て
、
付
近
に
は
オ
シ
ダ
、
ォ

ク
マ
ワ
ラ
ビ
、

リ
ョ
ウ
メ
ン
シ

ダ
、
ジ
ュ
ウ
モ

ン
ジ
シ
ダ
、
ホ

ソ
バ
ナ
ラ
イ
シ

ダ
、
コ
タ
ニ
ワ

タ
リ
や
ク
ジ
ャ

ク
シ
ダ
が
群
生

し
て
い
た
。
ヒ

メ
ア
オ
キ
は
、
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日
本
海
気
候
の
多
小
I

地
帯
に
自
生
す
る
柚
物
で
、
丈

は
短
く
自

ιし
な
い
で
斜
上
し
、
葉
の
小
さ
い
4

極

で
あ
る
例
橋
の
下
を
続
く
と
、
オ
オ
イ
タ
ド
リ
、
ヨ

シ
が
群
生
し
て
い
た
道
端
に
は
ヨ
ウ
シ
ュ
ヤ
マ
ゴ

ボ
ウ
の
大
き
な
株
、
ツ
ル
マ
ン
ネ
ン
グ
サ
、
ク
ル
マ

バ
ザ
ク
ロ
ソ
ウ
を
見
る
。
朝
食
前
の
．
時
を
散
策
し

て
楽
し
ん
だ
。

μ
m
途
に
文
ち
寄
っ
た
太
内
宿
で
は
、
水
田
脇
に
コ

ウ
ヤ
ワ
ラ
ビ
が
群
生
、
ハ
ン
ゴ
ウ
ソ
ウ
が
咲
い
て
い

た
d
A
f
M
も
心
配
し
て
い
た
大
雨
も
避
け
ら
れ
、

人
の
官
故
者
も
な
く
充
実
し
た
問
祭
会
が
終
f
出
来
、

．
同
喜
び
合
い
な
が
ら
事
務
同
の
ご
苦
労
に
感
謝
し

解
散
し
た
。

鍛
樹
の
お
き
伝
説
狛
腿
岳

思
路
し
の
ぎ
て
国
き
き
わ
む

期
待
せ
し
湿
原
乏
し
沼
べ
り
に

タ
チ
ギ
ボ
ウ
シ
と
タ
チ
ア
ザ
ミ
見
る

雄
国
小
屋
人
肘
の
つ
か
ぬ
誌
側
に

ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
の
咲
き
誇
り
た
る

と
の
森
の
主
と
思
い
し
．h
本
あ
り

制
的
野
の
さ
ま
を
驚
き
見
入
る

予
怨
よ
り
厳
し
き
道
を
踏
倣
す
る

事
故
な
き
こ
と
を
点
び
あ
い
て

花
咲
か
ぬ
シ
ダ
を
好
み
て
メ
モ
を
と
る

我
が
人
生
も
シ
ダ
の
如
く
に

ー

8
月
4
日
実
施

赤
城
山
・
水
源
の
森

口
然
観
察
会
に
参
加
し
て

芹

漂

静

代

「
す
ご
い
！
」。
目
前
に
は
大
き
な
－
．
匹
の
ヒ
キ
ガ

エ
ル
の
腹
部
。
し
か
も

一
万
は
見
事
な
豹
柄
，
捕
え

ら
れ
た
そ
の
泊
裕
な
姿
か
ら
は
、

ぺ参
っ
た
L

と
い
う

声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
し
た
。

今
回
初
め
て
参
加
し
た
の
は
、
赤
城
水
源
の
森
の

続
1T
自
然
制
・
祭
。
自
然
に
少
し
触
れ
る
程
度
の
イ
ベ

ン
ト
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
初
っ
端
か
ら

，お

や
つ
・
」
。
幣
備
δ
れ
て
い
な
い
曲
目
か
な
口
然
の
中
で
、

ま
ず
は
水
中
の
生
物
探
し
で
す
。
制
を
片
手
に
小
川

に
入
り
、
石
の
下
、
葉
っ
ぱ
の
影
を
す
く
っ
て
ト
レ

イ
に
入
れ
る
。
す
る
と
、
何
も
い
な
い
と
思
っ
て
い

た
水
中
に
た
く
さ
ん
の
生
物
が
い
る
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
許
が
次
々
と
ト
レ
イ
に
人
れ
、
先
生
が
生
物

ご
と
に
分
頒
さ
れ
る
と
、
覗
き
込
む
，
ナ
ど
も
達
。
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
ト
ビ
ゲ
ラ
、
ヤ
ゴ
、
ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
、

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
。
そ
れ
ら
を
先
偉
いが
ひ
と
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
説
明
さ
れ
る
と
、
皆
じ
っ
と
見
つ
め
耳
を

傾
け
、
時
に
は
触
れ
て
。
そ
の
時
に
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル

の
腹
部
は
実
は
各
々
模
様
が
遣
う
の
だ
と
、
初
め
て

知
っ
た
の
で
す
。

次
に
昆
虫
で
す
。
ま
ず
は
学
校
形
式
に
フ
リ
ッ
プ

を
使
い
、
昆
虫
の
体
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
ク

イ
ズ
を
交
え
た
話
は
、
小
学

一
年
生
に
も
わ
か
り
や

す
か
っ
た
よ
う
で
す
。
他
に
は
、
か
わ
ね
ず
み
の
認
に
、

な
ん
と
行
大
芋
虫
の
実
物
ま
で
J

芋
虫
は
鮮
や
か
な

黄
緑
色
で
、
節
々
に
赤
、
柁
川
、
黄
等
の
色
が
あ
り
、

息
子
は
ま
る
で
虹
色
み
た
い
だ
と
家
に
持
ち
射
る
程
、

気
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
納
強
の
次
は
虫
捕
り

で
す
。
網
を
握
り
し
め
勇
ん
で
出
発
し
た
の
で
す
が
、

科
無
く
雨
が
降
り
出
し
、
近
く
の
東
起
に
避
難
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

南
が
止
む
ま
で
の
問
、
ク
ワ
ガ
タ
や
蜂
の
実
物
、

植
物
を
見
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
熊
の
話
も
面
白
く
、
静
か
に
耳
を
傾
け
た
、

心
地
よ
い
時
間
で
し
た
。

雨
が
上
が
る
と
、
さ
あ
、
山
へ
散
策
で
す
。
次
は

植
物
。
自
生
の
植
物
を
観
察
し
な
が
ら
の
一
時
。
子

ど
も
達
は
獣
道
を
行
き
た
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
あ

い
に
く
の
空
模
様
で
諦
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
な
ん
と
楽
し
い
s

目
だ
っ
た
と
と
で
し
ょ

う
。
川
に
山
。
豊
か
な
自
然
の
中
で
水
中
や
陛
の
午

物
に
出
合
い
、
た
く
さ
ん
の
専
門
の
先
生
か
ら
、
そ

の
a

つ
一
つ
を
説
明
し
て
原
く
。
そ
ん
な
賀
沢
な
時

間
を
過
ご
す
事
が
で
き
た
の
で
す
。
子
ど
も
以
ト
の

好
者
心
と
行
動
刈
で
導
い
て
下
さ
っ
た
先
生
方
に
は
、
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感謝の二子口です。司大丈夫。もっと先に行って

ごらん〆と先宅万の声。事前のド兄で低険の

無い事を確認されているとは．百え、過保護な

程、危険やケガから子どもを遥ざけようとす

る風潮の中、探検を後押しして下さる姿勢は

とても嬉しいものでしたの

水源の森は利用できない料の辛に覆われて

いたとか。探検できるように・：と、時前に市

刈りをしてFさった方々、先生方、索敵な時

間をありがとうございました。um宅して早々、

図鑑を聞いていたZJども述と共に、また来年、

今から楽しみにしています。

カ語｜
リ誇
ガ記

ネ 63
ソ）
ウ

ロ ／ーヘ
田雁
龍車
司、J

L一一 ・

雁
射
る
カ
リ
ガ
ネ
ソ
ウ
を
下
に
見
て

能
司

カ
リ
ガ
ネ
ソ
ウ
の
花
に
法

8
H中
旬
、
赤
城
山
水

源
の
森
自
然
観
察
会
で
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
。

開
花
し
た
花
の
姿
が
特
異
で
誰
で
も

一
度
お
白
に
か

か
れ
ば
忘
れ
ら
れ
な
い
花
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
別
名

を
帆
掛
草
と
呼
び
、
全
凶
の
丘
陵
帯
や
山
地
帯
の
渓

流
沿
い
や
、
け
除
の
林
縁
に
午
、
え
る
大
型
の
多
年
草

で
、
夏
に
は
草
丈

m
m前
後
に
牛
ぃ長
す
る
。
対
生
す

る
菜
は
広
卵
形
で
、
大
き
さ
の
揃
っ
た
鋸
簡
が
あ
る
。

茎
は
切
は
が
四
角
で
、
多
く
の
肢
を
分
け
る
の
が
特

徴
と
い
え
る
。

花
期
は
晩
一長
か
ら
秋
に
か
け
て
、
葉
服
か
ら
集
散

花
序
を
伸
ば
し
、
青
紫
色
の
ラ
ン
の
よ
う
な
美
し
い

花
を
咲
か
せ
る
。
5
枚
の
花
弁
は
凹
形
で
縁
が
褒
状

に
な
り
、
ト
い
に
2
枚、

F
左
右
へ
名
i
枚
ず
つ
大
き

く
広
が
り
、

F
側
の
花
弁
は
舌
状
で
紋
様
が
あ
る
。

花
柱
と
雄
蕊
は
長
さ
3
m
余
り
で
弓
形
に
曲
が
り
、

花
の

t
に
伸
び
て
そ
の
先
が
花
の
手
前
に

M
り
込
む

よ
う
に
垂
れ
る
c

花
粉
を
媒
介
す
る
虫
は
花
に
訪
れ
る
と
、
左
右
の

花
弁
に
脚
を
か
け
る
よ
う
に
留
ま
る
が
、
同
化
は
虫
の

前
一
み
が
加
わ
る
と
花
序
が
垂
れ
ド
が
り
、
首
を
蟻
げ

る
よ
う
に
角
度
を
変
え
て
虫
の
背
中
と
花
牲
が
接
触

す
る
。
受
粉
が
成
立
す
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
3

学
名
は
カ
リ
オ
プ
テ
リ
ス

・
デ
ィ
ウ
ァ
リ
カ
l
タ
。

ク
マ
ツ
ヅ
ラ

科
、
カ
リ
ガ
ネ

ソ
ウ
属
に
分
類

さ
れ
る
が
、
最

近
の
新
し
い

〔

A
P
C分
類

体
系
（
被
f
植

＼ 
カリガネソつ

物
の
分
頒
体
系
に
、

D
K
A解
析
に
よ
る
系
統
乍
手
法

が
導
入
さ
れ
た
）
で
は
、
シ
ソ
科
に
分
類
さ
れ
る
ら

し
い
。
従
来
の
分
類
法
は
リ
ン
ネ
の
向
然
体
系
か
ら

性
物
を
科
、
属
と
い
っ
た
分
類
体
系
だ

っ
た
の
で、

そ
の
分
類
学
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
私
に
は
何
と
も

や
や
と
し
く
、
中
々
馴
染
め
そ
う
に
な
い
。

A
P
G分

類
学
は
近
い
将
米
、
多
く
の
図
鑑
や
教
科
書
に
取
り

入
れ
ら
れ
苦
き
換
え
ら
れ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。

今
ま
で
の
分
類
学
に
よ
る
属
名
の
カ
プ
オ
リ
テ
リ

ス
と
は
ギ
リ
シ
ャ
語
の
堅
果
1
翼
で

「実
に
翼
状
の

も
の
が
つ
い
て
い
る
が
語
源
で
あ
る
。
極
小
名
の

デ
イ
ウ
ア
リ
カ
l
タ
は

－広
く
開
い
た
」
の
怒
で
、

5
枚
の
花
弁
の
う
ち
側
弁
と
汚
状
下
弁
か
ら
名
付
け

ら
れ
た
と
忠
わ
れ
る
。
冒
頭
に
花
形
の
特
異
さ
と
鮮

や
か
な
紫
色
が
相
ま
っ
て
－
度
見
れ
ば
忘
れ
難
い
花

と
書
い
た
。
し
か
し
こ
の
様
に
愛
ら
し
い
花
で
あ
り

な
が
ら
人
か
ら
嫌
わ
れ
る
製
点
を
持
っ
て
い
る
こ
と

は
悲
し
い
。
そ
の

一
つ
が
夏
か
ら
秋
が
近
づ
く
と
、

a

種
独
特
の
臭
気
を
放
つ
か
ら
で
あ
る
。
ク
ロ
ユ
リ

に
似
た
よ
う
な
匂
い
は
ど
う
も
私
に
は
戴
け
な
い
。

ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
の
柄
物
は
．態
臭
を
持
つ
も
の
が
多
い

の
で
知
ら
れ
る
が
、
カ
リ
ガ
ネ
ソ
ウ
は
そ
の
最
た
る

も
の
の
－
つ
で
あ
る
よ
う
だ
。

カ
リ
ガ
ネ
ソ
ウ
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
植
物

で
あ
る
が
、
誕
生
花
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
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花
言
葉
は

「実
質
で
あ
る
」
と
け
比
載
が
あ
る
。

カ
リ
ガ
ネ
ソ
ウ
の
方一一訂
は
「
日
本
植
物
方
・
2

・ロ
集
成
」

に
は
一
ご
！
け
し
ば
〈
房
州
）
・
っ
ち
く
さ
ぎ
（
拘
歌
山
・

け
両
）
の
2
つ
が
採
録
さ
れ
て
い
る
O

H

ど
l
け
し
ば
H

は
H

豪
気
柴
H
O

H

っ
ち
く
さ
ぎ
H

は
；
土
臭
木
H

と
読

み
解
い
て
み
た
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

・5
7一門は
そ
の
士
地
の
人
に
し
か
伺
え
知
れ
な
い
も

の
が
あ
り
、
ま
っ
た
く
意
味
が
違
う
場
合
が
あ
っ
た

り
し
て
中
々
手
強
い
も
の
で
あ
る
。
が
、
い
ろ
い
ろ

と
想
像
を
巡
ら
し
、
方
一一一一ロ
や
語
源
の
意
味
に
挑
戦
し

て
み
る
こ
と
も
、
別
な
怠
味
で
楽
し
い
創
造
の
世
界

に
反
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
様
な
遊
び

の
世
界
に
楽
し
み
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

図
鑑
の
内
と
外

一

植
物
私
記
⑧

イ
ヌ
ス
ギ
ナ

一

佐
鳥

英
雄

前
回
に

〈
こ
の
つ
づ
き
は
次
号
〉
と
い
う
こ
と
で

し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
少
し
。

朝
刷
新
聞
（
日

・
ロ
・
辺
）
に
「
子
ど
も
の
本
棚

・

ク
リ
ス
マ
ス
特
集
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

「も

う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
。
家
族
で
過
ご
す
機
会
が
増
え

る
こ
の
季
節
、
詩
人
の
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
に
、
平
和

の
大
切
さ
を
子
ど
も
に
伝
え
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら

い
い
か
を
聞
き
ま
し
た
。（
：
・
以
下
略
）
」
と
い
う
リ
ー

ド
が
あ
っ
て
、
更
に

〈戦
争
の
種
、
誰
に
で
も
〉
と

い
う
見
附
し
が
あ
っ
て
、
谷
川
さ
ん
の
感
想
が
記
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
谷
川
さ
ん
は
私
よ
り
二
歳
上
。
デ

ビ
ュ
ー
作
に

「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」
が
あ
り
、
以

後
の
活
躍
は
一一一一
口う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
熱
心

な
読
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

〈と
き
ど
き
は
読
ん
で

い
る
詩
人
〉
の

一
人
で
す
。
私
は
い
ま
と
こ
を
書
い

て
い
る
の
が
、
日

・
8
・
8
ロ
谷
川
さ
ん
の
感
想
を

お
聞
き
し
て
も
う
半
年
以
上
の
目
、
か
涜
れ
た
の
だ
な

驚
く
の
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
何
よ
り
も
私
が
こ
の

記
事
を
お
そ
ら
く

一
生
忘
れ
ら
れ
な
く
な
り
そ
う
で
、

と
こ
に
持
ち
出
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
記
事
の
中
の

一
文
で
す
。
「
戦
争
は
決
し
て
な
く
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
」
私
は
と
の

一
文
を
読
ん
だ
と
き
、
誰
か
の
科

白
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「そ
れ
を
言
っ
ち
ゃ
ァ
お

し
ま
い
よ
一
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
確
か
に
、
人
類

の
歴
史
は
猫
灰
だ
ら
け
以
上
に
戦
争
だ
ら
け
で
す
。

人
は
と
の
世
に
戦
争
し
に
や

っ
て
く
る
の
か
：
・と。

見
紛
う
ば
か
り
で
す
。
だ
か
ら
戦
争
は
な
く
な
ら
な

い
。
確
か
に
一つ
の
認
識
で
す
け
れ
ど
も
、
人
は
〈
戦

争
は
な
く
な
ら
な
い
〉
と
吃
い
た
と
た
ん
に
、
戦
争

準
備
論
者
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
災
害
に
備
え
る

の
は
当
た
り
前
の
と
と
だ
か
ら
で
す
。
と
う
い
う
論

法
の
大
政
治
家

：
も
ど
き
が
う
じ
ゃ
う
じ
ゃ
し
て
い

ま
す
ね
。
そ
う
い
う
人
々
は

「去
ら
か
に
・
：
下
さ
い
。

過
ち
は
二
度
と
く
り
返
し
ま
せ
ん
か
ら
」

な
ど
と
い

う
と
と
ば
な
ん
か
噴
飯
も
の
な
ん
で
し
ょ
う
。
私
が

驚
く
の
は
、
こ
う
い
う
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
勇
ま
し

い
こ
と
ば
を
吹
く
。
（
私
の
ず
ど
も
の
頃
の
こ
と
ば
で

言
え
ば
）
進
軍
ラ
ッ
パ
を
吹
き
鳴
ら
す
政
治
家
に
、

国
民
の
多
く
が
喝
采
す
る
ん
だ
・
・
・
と
い
う
事
実
で
す
。

そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
、
中
村
う
さ
、
ぎ
さ
ん
は
．百
い
ま
す
。

（朝
日
新
聞
日

・
7
・
U
）
「
原
発
事
故
が
あ

っ
て
、

私
の
ま
わ
り
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
都
民
は
原
発
い

ら
な
い

っ
て
思
っ
て
た
は
ず
よ
。
で
も
、
原
発
推
進

の
石
原
さ
ん
の
正
勝
で
し
ょ
。
脱
原
発
と
か
一一一一
円
つ
で

も
、
や
っ
ぱ
り
み
ん
な
石
原
さ
ん
み
た
い
な
の
好
き

な
ん
じ
ゃ
ん
っ
て
思
っ
た
の
よ
」

そ
し
て
、
日
・7
・ぉ
、
同
紙
に
今
度
は
森
達
也
さ
ん
。

N
R
A
（全
米
ラ
イ
フ
ル
協
会
）
の
弁
明
。「
銃
を
所

持
し
た
悪
人
の
行
為
を
止
め
ら
れ
る
の
は
銃
を
持
っ

た
善
人
だ
け
だ
」
・：を
紹
介
し
、
こ
れ
を
読
ん
で
頭

の
阿
路
が
ど
う
か
し
て
い
る
と
思
う
人
も
い
る
は
ず

だ
。
で
も
実
の
と
こ
ろ
と
の
思
想
と
論
理
は
、
世
界

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
も
あ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
憲
法
9
条
は
「
誇
り
高
き
痩
せ
我
慢
」

（新
聞
社
が
つ
け
た
見
出
し
か
）
で
あ
る
と
。
私
は
、

石
い
人
に
、
と
う
い
う
確
固
と
し
た
思
想
を
持
っ
た

人
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
を
始
し
く
思
い
ま
す
。
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私
も
ず
っ
と
考
え
て
き
ま
し
た
が
、

9
条
は
今
の

人
類
の
認
識
段
階
で
は
、
か
な
り
高
す
ぎ
る
理
想
で

し
た
し
、
今
も
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
、
理
想
を
低
く

す
る
、
も
っ
と
進
め
て
取
り
や
め
る
と
い
う
理
屈
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
し
て
や
、
と
の
理
怨
に
対
す
る

世
界
の
応
援
が
少
な
い
。
北
朝
鮮
も
中
国
も
円
本
の

理
怨
を
ち
っ
と
も
大
事
に
し
て
く
れ
な
い
。
い
つ
、

ど
こ
か
ら
こ
う
な
っ
て
き
た
の
か
は
こ
こ
で
は
論
じ

ま
せ
ん
が
、
す
で
に
日
本
を
含
め
て
、
近
隣
諸
国
は

軍
拡
競
争
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
そ
う
い
う
危
機

感
か
ら
つ
い
筆
を
執
っ
て
い
る
の
で
す
。
静
か
に
思

え
ば
、
谷
川
さ
ん
も
私
に
、
そ
こ
だ
け
彼
き
書
き
さ

れ
る
の
は
不
本
怠
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
私
は

母
制
か
ら
、
小
さ
い
と
き
に
、
「
理
想
は
高
く
」
と
教

わ
っ
て
き
た
の
で
、
理
怨
を
せ
せ
ら
笑
う
人
々
に
決

し
て
妥
協
は
し
な
い
つ
も
り
で
す
。
そ
し
て
私
は
考

え
ま
す
。
「
活
が
御
稜
威
は
天
照
ら
す
」
（
東
京
市
田
頭
）

が
ウ
ソ
だ
っ
た
よ
う
に
、
現
人
神
が
世
界
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
・
：
と
。
歴
史
に
逆

行
す
る
こ
と
に
よ
い
未
来
は
な
い
だ
ろ
う
・
・
・
と
。

イ
ヌ
ス
ギ
ナ
の
と
と
を
書
き
ま
す
。

私
が
は
ω
歳
頃
の
こ
と
。
同
僚
と
雑
談
中
、
「
ス
ギ
ナ

に
も
草
の
天
辺
に
胞
子
を
つ
け
る
も
の
が
あ
る
ん
だ

よ
t

一
人
が
ふ
と
吃
き
ま
し
た
。
イ
ヌ
ス
ギ
ナ
の
と

と
で
す
が
、
植
物
に
関
し
て
は
た
だ
の
人
と
思
っ
て

い
た
の
で
び
っ
く
り
し
た
の
で
す
。
私
は
そ
の
時
ま

で
も
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
、
今
年
の
4
・
お
ま
で
も
、

実
物
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
か

ら
、
い
つ
か
私
の
中
で
、
イ
ヌ
ス
ギ
ナ
な
宿
題
、
宿

願
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
私
は
ス
ギ
ナ
老
と
く
に

郡
地
の
ス
ギ
ナ
を
見
る
こ
と
、
も
し
や
イ
ヌ
ス
ギ
ナ

で
は
な
い
か
：
・
と
、
白
老
凝
ら
し
つ
づ
け
て
き
ま
し

た
。
〈
群
馬
県
植
物
記
〉
で
は
、
「
野
反
湖

・
尾
瀬

・

館
林
市
。
や
や
普
通
」
と
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
ち
ょ
っ

と
遣
い
。
〈
と
ち
ぎ
の
植
物
〉
で
は
、

「
ス
ギ
ナ
に
似

て
い
る
か
ら
確
認
さ
れ
た
産
地
は
少
な
い
が
、
低
地

帯
か
ら
谷
津
山
周
辺
や
混
地
に
生
育
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
」
と
し
て
、
根
本
と
し
て
6
ヶ
所
を
挙
げ
て

は
さ
ま

い
ま
す
。
そ
と
に
足
利
市
迫
間
町
も
入
っ
て
い
ま
す
。

戦
場
ケ
原
は
速
い
し
広
い
し
。
迫
間
な
ら
初
キ
ロ
足

ら
ず
か
。
で
も
水
先
案
内
人
が
い
な
い
と
・
：
で
、
荏

筒
日
は
過
ぎ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
そ
こ
へ
根
岸
（
恒
雄
）

さ
ん
と
い
う
強
力
な
案
内
人
の
登
場
で
す
。
根
岸
さ

ん
は
足
利
市
花
住
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
熱

心
な
学
習
か
ら
、
す
で
に
足
利
市
方
面
で
は
植
物
観

察
の
指
導
者
の
一
人
で
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
鳴

神
塑
の
会
員
で
も
あ
り
ま
す
u

イ
ヌ
ス
ギ
ナ
を
見
た

い
旨
私
は
伝
え
て
お
き
ま
し
た
。
〈
迫
間
湿
地
に
あ
り

ま
す
〉
と
の
こ
と
。

か
く
て
今
年
の
春
、
私
の
記
録
が
暖
昧
な
の
で
す

が
、
「
迫
間
」
に
あ
り
ま
す
の
第

一
報
。
確
か
足
利
方

面
の
シ
ダ
の
調
査
の
折
、
古
谷
（
航
平
）

さ
ん
と
3

人
で
見
た
の
だ
と
患
い
ま
す
。
そ
し
て
4
・

n、
「
胞

子
穏
を
つ
け
て
い
ま
す
」
と
い
う
情
報
を
得
て
い
た

の
で
、
古
谷
夫
妻
、
清
水
、
下
城
、
私
の
5
人
で
行

品
ざ
ま

き
ま
し
た
。
恨
岸
さ
ん
の
案
内
で
す
。
私
は
迫
間
湿

原
な
ど
と
呼
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

ハ
サ
マ
シ
ッ
チ
。
原
と
い
う
ほ
ど
も
う
広
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
入
る
と
す
ぐ
イ
ヌ
ス
ギ
ナ
た
ち
。
も
う
見

て
い
ま
し
た
が
、
胞
子
穏
を
持
っ
て
い
る
の
は
初
見

で
す
。
嬉
し
い
。
そ
れ
に
し
て
も
余
り
に
数
が
少
な

く
て
、
茎
を
摘
む
の
も
で
き
ま
せ
ん
。
ジ
ャ
ヤ
ナ
ギ
他
、

こ
こ
の
ヤ
ナ
ギ
類
の
こ
と
、
ト
ネ
ハ
ナ
ヤ
ス
リ
や
ヒ

メ
ナ
ミ
キ
な
ど
。
タ
チ
ス
ミ
レ
は
も
う
消
え
て
し
ま
っ

た
の
か
：
・
な
ど
と
。
小
さ
な
沼
地
は
間
も
な
く
終
り
、

田
の
広
が
る
道
へ
。
と
こ
ろ
が
そ
と
か
ら
イ
ヌ
ス
ギ

ナ
は
俄
然
大
量
と
な
り
、
畔
を
埋
め
尽
し
て
行
き
ま

し
た
。
「
向
こ
う
の
方
ま
で
あ
り
ま
す
」
と
根
岸
さ
ん
。

何

ω万
本
に
も
な
る
よ
う
で
し
た
。
「
い
つ
か
大
き
な

シ
ャ
ベ
ル
を
持
っ
て
と
ょ
う
。
桐
生
で
も
い
つ
で
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
私
は
思
っ
て
い
ま
し

た
。
ゴ
キ
ヅ
ル
な
ど
も
湿
地
に
は
少
し
。
と
れ
も
育
て

た
い
の
で
す
が
、
と
の
よ
う
な
貧
し
さ
で
は
タ
ネ

，

粒
で
も
頂
く
わ
け
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
広
場
で
、
皆
で

持
ち
寄
っ
た
昼
食
を
す
ま
せ
、
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。
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湿
地
を
通
る
と
大
き
な
工
ゾ
エ
ノ
キ
。「
た
し
か
実
が

黒
く
な
る
ん
で
す
」
な
ど
と
私
。
と
に
か
く
私
に
は

宿
題
が
上
首
尾
に
終
っ
て
、
万
歳
王
唱
と
い
う
と
こ

ろ
で
し
た
。
余
談
で
す
が
、
こ
の
2
日
か
3
日
後
、

用
事
で
白
谷
さ
ん
に
屯
話
し
ま
し
た
ら
、

「あ
の
イ
ヌ

ス
ギ
ナ
ね
・
：
農
薬
で
ひ
ど
い
状
況
と
な
っ
て
ま
す
よ
」

け
れ
ど
も
ス
ギ
ナ
は
強
い
。
多
分
イ
ヌ
ス
ギ
ナ
も

：
と
私
。
ガ
ン
バ
レ
・
：
と
し
か
・
一一回
い
よ
う
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

uは
ど
ん
ど
ん
飛
ん
で
、

5
・
は
。
下
城

・
清
水

あ
な
曹
り

・
私
の
3
人
は
桐
生
市
梅
田
町
の
穴
切
に
い
ま
し
た
。

パ
ッ
コ
ヤ
ナ
ギ
を
探
し
に
来
た
の
で
す
が
、
あ
り
そ

う
も
な
く
、
終
り
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
う

も
な
く
、
終
り
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
沢
の

出
口
で
浩
氷
さ
ん
、
「
変
な
ナ
ズ
ナ
が
」
。
見
る
と
、

栄
養
誕
の
先
に
穂
を
つ
け
て
い
る
の
で
す
。
小
さ
な

U
宇
治
と
舗
道
の
隙
聞
に
ほ
ん
の
数
本
。
イ
ヌ
ス
ギ

ナ
で
は
な
く
ス
ギ
ナ
で
す
。
ハ
テ
サ
テ
、

と
ん
な
お

か
し
な
こ
と
が
あ
る
の
か
・
：
。
奇
怪
で
し
た
が
、
帰

っ
て
調
べ
る
よ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
写
真
を
撮
っ
た
り
、

l
つ
2
つ
押
し
葉
問
に
採
っ
た
り
。

師
宅
し
て
調
べ
ま
す
と
、
保
育
社
の
図
鑑
（
原
色

日
本
半
歯
槌
物
図
鑑
）
で
、
ス
ギ
ナ
の
項
、
「
春
す
ぎ

て
か
ら
、

＋
に
軸
の
先
に
胞
子
嚢
穂
を
つ
け
た
栄
廷
茎

を
み
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
ミ
モ
チ
ス
ギ
ナ
f
．

c
a
m
p
e
s
t
r
eと
い
う
が
、
乙
の
性
質
は
固

定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
何
か
の
は
ず
み
に
創
れ
る

一
時
的
の
別
象
で
あ
ろ
う
」
と
あ
り
ま
し
た
。
と
の

こ
と
だ
：
・
と
、
合
点
が
行
く
の
で
し
た
。

そ
の
日
の
う
ち
か
翌
日
か
、
清
水
さ
ん
よ
り
電
話

が
あ
り
、
〈
牧
野
凶
鑑
〉
に
ミ
モ
チ
ス
ギ
ナ
・
：
と
あ
る

と
の
こ
と
。
有
名
な
こ
と
の
よ
う
で
し
た
。
群
馬
県

で
ど
な
た
か
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。
〈
と
ち
ぎ

の
梢
物
〉
に
は
、
南
那
須
町
産
の
探
木
が
あ
る
由
の

記
載
が
あ
り
ま
す
が
、
〈
群
馬
県
植
物
記
〉
に
ミ
モ
チ

ス
ギ
ナ
の
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
。

編
集
か
ら
の
お
願
い

。

特
集
は
「
群
馬
の
蝶
を
守
る
」
で
す
。
連
盟
会

員
の
関
わ
り
も
あ
る
南
雲
小
学
校
の
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ

ウ
保
護
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。
次
号
特
集
は
「
ぐ

ん
ま
百
名
山
の
自
然
組
西
毛
の
里
山
」
の
予
定
で

す
。
対
象
は
庚
申
山

・
牛
伏
山

・
桜
山

・
崇
台
山

・

天
狗
山
の
五
山
で
す
。
原
稿
締
め
切
り
は
は
月
日
日

で
す
。
白
然
保
護
に
凶
す
る
ど
意
見
や
観
察
記
録
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
所
宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

O

編
集
の
都
合
で
一
作
品
の
分
電
は
原
稿
用
紙
五

枚
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

群
馬
の
地
質

山石

静
男

版

飯
島

ハ
ガ
キ
大
の
白
い
板
状
の
石
が
、
縄
文
時
代
晩
期

の
巡
跡
か
ら
出
土
す
る
。
向
が
取
れ
て
丸
み
を
帯
び

て
い
て
、
表
面
に
は
土
器
の
文
様
の
よ
う
＆
も
の
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
護
符
と
考
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

石
材
は
白
色
細
粒
の
凝
灰
岩
で
、
チ
ョ
ー
ク
か
石
膏

ボ
！
ド
の
質
感
が
あ
る
。

T
君
は
利
桜

・
沼
田
地
域
で
、
同
種
の
凝
灰
岩
が

利
根
川
の
礁
に
あ
り
、
下
川
回
付
近
の
川
岸
に
は
白

色
凝
灰
岩
層
の
露
頭
、が
あ
る
こ
と
も
発
見
し
た
。
宕

版
の
原
石
は
そ
の
訴
頭
な
ど
に
由
来
す
る
川
原
石
と

考
え
た
。
と
こ
で
も
P
社
に
分
析
を
依
頼
し
て
、
遺

物
の
岩
版
も
白
い
川
原
石
も
共
に
斜
プ
チ
ロ
ー
ル
沸

石
か
ら
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

石
棒
の
原
石
産
地
に
つ
い
て
、
ぼ
く
は
利
根
や
吾

妻
方
面
に
は
泌
石
岩
は
期
待
で
き
な
い
と
す一
ロ
っ
た
が
、

T
君
は
自
ら
の
踏
査
で
、
現
に
露
頭
の
存
在
を
確
認

し
て
い
た
の
で
、
イ
イ
ジ
マ
の
狭
い
経
験
に
よ
る

一

般
論
は
と
う
て
い
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

旧
説
に
対
し
て
足
で
稼
い
だ
新
事
実
で
も
っ
て
反

論
す
る
。
な
ん
だ
か
お
株
を
奪
わ
れ
た
心
地
で
す
。

ハυ
司
〆
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群
馬
県
で
は
な
い
が
、
埼
玉
県
加
須
市
柏
戸
と
い

う
渡
良
瀬
遊
水
地
の
近
く
で
見
慣
れ
ぬ
も
の
を
見
つ

け
た
。
田
柄
え
を
終
え
た
頃
の
6
月
日
円
、
田
ん
ぼ

の
脇
を
通
り
過
ぎ
た
と
き
に
ウ
キ
ヤ
ガ
ラ
に
似
て
い

る
が
、
丈
が
小
さ
く

ω
i
m
mほ
ど
に
伸
び
た
早
苗

と
同
じ
よ
う
に
競
争
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
た

く
さ
ん
生
え
て
い
る
。
稲
の
方
の
成
長
は
他
の
田
ん

ぼ
と
比
べ
る
と
明
ら
か
に
成
長
障
害
を
起
と
し
て
い

る
。
引
っ
こ
抜
い
て
み
た
ら
、
地
下
に
は
ク
ロ
グ
ア
イ

の
よ
う
な
球
根
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。
調
べ

て
み
る

と
、
コ
ウ
キ
ヤ
ガ
ラ
で
海
岸
性
の
ウ
キ
ヤ
ガ
ラ
属
、だ

そ
う
だ
。
他
の
カ
ヤ
ツ
リ
イ
グ
サ
と
違
っ
て
種
子
繁

殖
よ
り
も
栄
養
繁
殖
を
し
て
い
る
ら
し
く
、
不
念
の

種
，
す
が
多
く
な
か
な
か
き
ち
ん
と
し
た
種
子
を
見
る

こ
と
は
難
し
い
。
稲
刈
り
も
済
ん
だ
9
月
、
集
め
た
極

ノ
す
が
写
真
の
2
個
で
あ
る
。
稲
を
栽
培
す
る
立
場
か

ら
す
る
と
強
害
草
な
の
だ
ろ
う
。
痩
果
に
つ
い
て
い

る
針
状
花
被
片
の
長
さ
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
右
の

痩
県
が
将
通
の
形
で
あ
る
。

左
の
は
奇
形
で
あ
ろ
う
。

コウキヤガラ

残
さ
れ
た
自
然
の
中
で

（印
）

高
崎
公
園
の
サ
サ
ゴ
イ

谷
畑

藤
男

コウキヤガラ碩子

山
崎
公
悶
及
び
周
辺
は
市
街
地
で
あ
り
な
が
ら
戸

樹
巨
木
も
多
く
、
サ
サ
ゴ
イ
の
繁
川
畑
地
に
な
っ
て
い

る
。
以
前
は
お
椀
堤
の
ベ
ル
ト
状
緑
地
で
繁
殖

（2
0
0
4

谷
畑
）
し
て
い
た
が
、
最
近
は
公
悶
内

で
も
営
巣
し
て
い
る
。
サ
サ
ゴ
イ
は
4
月
下
旬
、
東

南
ア
ジ
ア
よ
り
渡
来
す
る
。
8
年
間
の
波
米
自
は
表

l
、
繁
殖
期
の
概
要
（
2
0
1
3
）
は
表
2
の
と
お

り
で
あ
る
。

サ
サ
ゴ
イ
は
渡
米
す
る
と
す
ぐ
番
を
形
成
し
、
若

業
が
茂
る
営
巣
木
の
樹
頂
付
近
に
営
巣
す
る
。
今
年

は
5
ペ
ア
が
渡
来
し
、
公
悶
内
の
ケ
ヤ
キ
（
A
－

B
）
・

サ
ク
ラ
（
S
）
そ
し
て
お
堀
の
エ
ノ
キ

（引
・
臼
）

に
営
巣
し
た
。
営
巣
木
は
樹
ぃ品
川M
j
代
以

m
で
、
樹
頂

付
近
に
細
い
枝
を
組
み
、
直
径
ぬ

m
ほ
ど
の
簡
単
な

m巣
を
作
る
。
乙
の
頃

「グ
ア
l
」
と
い
う
繁
殖
期

特
有
の
声
で
よ
く
鳴
く
。
門
局
巣
木
は
そ
れ
ぞ
れ
数
十

m
離
れ
て
い
る
が
、
ケ
ヤ
キ
A
に
は
2
つ
の
巣
が
あ
っ

た
。
産
卵
数
は
3
1
5個
で

5
H
下
旬
か
ら
6
月
上

旬
に
雛
が
鮮
化
す
る
。
巣
の
下
が
地
面
の
場
合
、
水

色
の
卵
殻
が
越
下
し
、
解
化
日
が
正
確
に
わ
か
る
。
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親
鳥
は
抱
卵
に
引
き
続
き
、
巣
内
で
抱
雛
し
、
も
う

l
羽
の
親
鳥
が
付
近
の
川
で
小
魚
を
捕
ら
え
雛
に
給

餌
す
る
。
巣
の
下
に
落
下
し
た
魚
は
ほ
と
ん
ど
オ
イ

カ
ワ
で
あ
っ
た
。
約
一
週
間
で
雛
は
巣
を
離
れ
る
。

ま
だ
飛
べ
な
い
が
、
営
巣
木
内
の
枝
を
渡
り
歩
き
、

時
々
巣
に
一民
る
。
両
親
が
餌
を
述
ぶ
よ
う
に
な
る
と
、

雛
は
急
速
に
成
長
す
る
。
離
巣
直
後
の
親
が
不
在
に

な
る
こ
の
時
期
は
外
敵
に
襲
わ
れ
や
す
い
。
6
月

ω

円
、
サ
ク
ラ
巣
を
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
が
襲
撃
。
離
巣

後
の
雛
4
羽
が
全
滅
し
た
。
巣
の
下
に
は
雛
の
羽
毛

が
散
乱
し
、
切
断
さ
れ
た
頭
部
が
落
ち
て
い
た
。
サ

ク
ラ
は
他
の
樹
極
に
比
べ
、
枝
や
繋
が
ま
ば
ら
で
、

襲
撃
さ
れ
や
す
い
。
カ
ラ
ス
以
外
に
も
オ
オ
タ
カ
の

攻
撃
（
2
0
1
2
．
8
．
2
）
や
台
風
に
よ
る
巣
の
沼

下
（
2
0
1
2
．
6
．
初
）
な
ど
危
険
は
多
い
。
飛

朔
力
が
つ
く
と
幼
鳥
は
営
巣
木
外
ヘ
行
動
範
囲
を
広

げ
る
。
6
月
下
旬
、
公
園
池
や
お
堀
の
水
辺
で
小
魚

や
ト
ン
ボ
を
追
う
幼
児
の
姿
を
見
る
。

6
月
初
日
、
エ
ノ
キ
の
サ
サ
ゴ
イ
が
巣
付
近
に
、

新
し
い
巣
を
作
り
始
め
た
。
数
日
後
、
抱
卵
中
の
新

巣
付
近
に
は
巣
立
っ
た
ば
か
り
の
幼
鳥
3
羽
が
並
ん

で
い
る
。
こ
の
ペ
ア
は
巣
立
ち
雛
の
給
餌
し
な
が
ら
、

2
白
白
の
産
卵

・
抱
卵
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
υ

雌
雄

で
抱
卵
と
給
餌
の
役
割
を
分
相
一
す
る
と
と
に
よ
り
、

限
ら
れ
た
繁
殖
時
期
が
有
効
に
使
わ
れ
る
。
高
崎
公

図
付
近
で
は
今
年
2
ペ
ア
が
2
日
討
の
繁
殖
を
成
功

さ
せ
た
。
盛
夏
の
8
月
日
目
、
お
堀
の
堤
斜
面
や
水

辺
の
石
垣
で
、

8
羽
の
幼
鳥
が
餌
採
り
や
飛
朔
訓
練

を
す
る
。
ま
だ
親
か
ら
の
給
餌
も
あ
る
が
、
自
立
の

道
を
踏
み
出
し
て
い
る
。

8
月
幻
自
、
水
辺
に
幼
鳥

3
羽
。
l
羽
が
水
面
に
瞬
を
突
き
刺
し
、
小
魚
を
捕

ら
え
た
。
人
影
に
気
づ
く
と
斜
面
の
ツ
バ
キ
の
茂
み

に
逃
げ
込
む
危
機
回
避
の
行
動
も
身
に
つ
け
た
。
お

目、

同
所
に
幼
鳥
2
判
。
お
白
川
内
時
初
分
、
お
堀
の

水
面
に
伸
び
た
サ
ク
ラ
枝
に
幼
鳥
l
羽
。
人
の
気
配ササゴイ幼鳥（2013.8.24)

宇
佐
感
じ
、
す
ぐ
ツ
ツ
ジ
の
茂
み
に
隠
れ
る
。
初
日
、

サ
サ
ゴ
イ
幼
烏
は
公
図
付
近
か
ら
姿
を
消
し
た
。
4

月
下
旬
か
ら
続
い
た
サ
サ
ゴ
イ
の
子
育
て
は
終
了
し

た
。
猛
暑
は
か
げ
り
、
お
堀
の
水
面
に
は
、
色
づ
い

た
サ
ク
ラ
の
務
葉
が
浮
か
ん
で
い
た
。
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文
献

2
0
0
4谷
畑
勝
男

サ
サ
ゴ
イ
の
季
節

群
馬
の
自
然
山
号

高崎公園周辺におけるササゴイ初認日

年月日（天気） 4面 考

2006 4月261:.J（晴れ）

2007 4月27日（晴れ）

2008 4月26日（還り）

2009 4月21日（Cり） 公園内ケヤキで1羽確認Iグアーjと明く（6:00)

2010 4月20目（曇り） 公園内ケヤキで1羽硲認（5:30)
一一

2011 4月26日（曇り）

2012 4月26日（曇り） 公園で2羽確認fグアーJと鳴く（7:00)

2013 4月23日（曇り） 公園内ケヤキで2羽確認（14:00)

表1
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高崎公園周辺におけるザザゴイ繁殖期の概要 （2013年）

観療記録2回目繁殖

ザザゴイ2羽直釆（4/23)

｜ヶm E五五7
おJ>.tのエノキ巣で抱卵（5/12)

涯来・奇形成

4 

II!作り・産卵

m~a 

各巣で18~~続く （5／フ2)

ケヤヰA下に~p殺落下（6/1)

ザクフS袋内に;l4~（6/ 1 i)

サクラS巣の縫1羽越巣（6/16)

エノキE1 Iこ新しい巣（6/30)

工ノキE1巣C抱卵．付近の絞に

幼鳥が2羽とまる仔／3)

巣作り・産卵

j割問

公週泡に幼鳥1礼（7/12)

二ノキc1巣内lこ綴3羽（7/31) 
.Iノキ［2＼：＇援d羽離巣（8/4)

お堀の堤に幼鳥5羽（8/13)

宵~01包鎚・総錆（製~）

。給鈎（堂巣木内）

1目うが失敗（8/19)

公園；色に幼.t;1羽トンボを

C絵~（営巣木9~）

件

発

u
T
M
T
M
T
勢

且

宵

M
背

骨

骨

骨

骨

骨

骨

MT

M
T
U背

骨

栄

養

M背
後

皿官
発
品
n
u骨

骨

骨

骨

株

券

保

持

M背
後

川
川
町
川
lol
l’。ノ

四

円

4
5

－

，，
 ．．．．． ‘、、

1回目繁殖

表2

月事
務
局

H
誌

6
月
山
口

6
片

n
u

6
月
お
H

6
H初
日

6
Hげ
日

6
月

m
H

6
月
初
回

5 

育綴O抱綴・鎗鈎（援内）

。絵!ft（営巣木内）

6 

Ojg餌（営巣木外）

7 

閉
山

p
O赤
城
自
然
塾
「
運
営
会
議
」

6
A
理
事
会
ロ
名
出
席

「
相
馬
山

・
県
岩
観
察
会
と
保
護
活
動
お
名

「
カ
ツ
コ
ソ
ウ
・
シ
ン
ポ
ジ
ュ

l
ム
」
パ
ネ
ル
展
示

会
報

「群
馬
の
白
然

・
夏
号
」
原
稿
印
刷
所
渡
し

ツ
ツ
ジ
保
全
事
業
現
地
下
見
立
会
い

ふ
み
だ
す
探
検
隊

（
福
晶
県
児
童
）
野
外
指
導
的山名

「
大
峰
沼

・
古
沼
」
自
然
観
察
会
同
名

県
自
然
環
境
謀
来
所
委
託
事
業
打
合
せ

会
報

「群
馬
の
自
然

・
亙
号
」
校
正
印
刷
所
渡
し

7
月
5
円

渋
川
森
林
事
務
所
「
環
境
保
全
地
域
」
の
確
認

7
月
6
円
赤
城
山
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
指
威
講
座

s
t
e
p－

7
月
7
日
向
布
パ
ス
実
地
指
導

7
月
9
C

日
光
霧
降
高
原
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
園
地
研
修

7
月
川
目
桟
名
沼
ノ
原
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
駆
除

・
下
見

7
月
は
日
会
報

「群
馬
の
自
然

・
夏
号
」
印
刷
納
品

7
月
は
円
榛
名
沼
ノ
原

「円
然
観
察
と
保
護
活
動
』
お
名

7
月
日
日
赤
城
山
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
醤
戚
講
時

S
E
e
p
E

7
月
同
日
会
報

「群
馬
の
向
然

・
夏

号

郵

送

7
H同
日
県
自
然
環
境
課

「
行
事
報
告
画
」
提
出

7
川
内
U

一野
外
行
事

（
7
1
8
月
分）

」
傷
害
保
険
加
入
下
続
き

7
月
初
U

赤
城
山
党
満
淵
自
然
観
察
会
別
名

7
月

n
H
ぐ
ん
ま
環
境
フ
ヱ

テ
ィ
パ
ル
実
行
委
員
会

7
月
初
日

利
根
沼
田
森
林
管
理
署
人
山

・
施
設
使
用
許
司
申
請

7
パ
お
日

秩
父
太
平
作
セ
メ
ン
ト

（株
）
所
長
就
任
挨
拶

7
H
Uけ
l
m日
自
然
観
察
教
室

「猫
魔
ケ
岳

i
雄
同
沼
」
幻
名

7
月
ぬ
っ
赤
城
川
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
会
議

7
片
引
U

東
電
柑
上
武
幹
線
中
之
条
事
務
所

・
就
任
挨
拶
来
所

8
什
4
H
赤
城
山
水
源
の
森
向
然
観
察
会

お
名

8
片

9
日
群
馬
県
自
然
環
境
保
全
審
議
会
臼
然
保
誕
部
会

8
月

ω日
8
月
理
事
会
山
名
出
席

8
月
け
凶
赤
城
山
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
生
息
調
査

8
名

8
刀
日
H

県
自
然
環
境
課

「委
託
事
業
契
約
」

8
Hm
m
け

秩
父
太
子
洋
セ
メ
ン
ト
側
担
当
者
転
勤
挨
拶

8
H
U
1汁
行

事
傷
宵
保
険
加
入
手
続
き

8
月
出
日

鈴
ケ
岳
自
然
観
察
会
下
見

2
名

9
月
3
ヨ

尾
瀬
サ
ミ
ッ
ト

（群
馬

・
福
島

・
新
潟
）

9
凡
8
H

み
城
鈴
ケ
岳
内
然
観
察
会
内
名

9
月
日
日

計
理
士

・
打
合
せ

9
月
は
口

自

然

史
博
物
館
長
火
所

・
催
事
打
合
せ

9
月
げ
ヨ

N
P
Oぐ
ん
ま
サ
ロ
ン
H
P作
成
会
議

-23ー

7
片
3
円



わ

表
紙
の
説
明

⑬

モ
ズ
（
百
舌
烏
）

ス
ズ
メ
目
モ
ズ
科
、
モ
ズ
属
の
鳥
類
。
日
本
、
朝

鮮
半
島
、
中
国
、
ロ
シ
ア
南
東
部
に
分
布
す
る
。
令

長
初

m
位
で
聞
け
た
森
林
や
林
縁
、
河
畔
林
、
農
耕

地
に
生
息
す
る
。
食
性
は
動
物
食
で
昆
虫
か
ら
艇
虫

類
、
小
型
噌
乳
類
や
烏
煩
ま
で
樹
仁
な
ど
の
高
所
か

ら
地
表
の
獲
物
を
探
し
て
襲
い
か
か
り
、
再
び
樹
上

に
戻
り
捕
え
た
獲
物
を
食
べ
る
。

繁
殖
形
態
は
卵
生
。
様
々
な
鳥
の
鳴
き
声
を
真
似

た
被
雑
な
鳴
り
を
行
う
こ
と
が
和
名
の
由
来
。

モ
ズ
は
捕
え
た
獲
物
を
木
の
枝
等
に
突
き
刺
す
行

為
を
行
う
。
秋
に
初
め
で
の
獲
物
を
宅
賞
と
し
て
奉

げ
た
と
い
う
言
伝
え
か
ら

「モ
ズ
の
早
賢
」
と
い
わ

れ
た
。
早
費
日
体
の
埋
由
は
不
明
で
あ
る
。

事
務
局
だ
よ
り

今
年
の
猛
暑
は
各
地
で
記
録
を
更
新
し
、
集
巾
豪

雨
、
竜
巻
被
害
、
台
風
は
号
に
よ
る
洪
水
等
で
白
然

の
猛
威
を
．
肱
つ
と
い
う
ほ
ど
に
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

そ
れ
に
反
し
夏
の
自
然
観
察
教
・
盃
は
盛
況
で
、
猫
魔

ケ
岳
か
ら
雄
図
湿
原
（
福
島
）

一
泊
行
事
は
多
く
の

成
果
が
あ
っ
た
。
観
察
記
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の

で
ご
覧
下
さ
い
。
残
り
少
な
い
観
察
会
も
希
望
者
が

殺
到
し
て
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
込
下
さ
い
。

新
会
員
紹
介

（敬
称
略
）

服
部
み
ち
子
線
（
前
橋
市
）

町

田

守

様

（前
橋
市
）

塩
川
文
子
様
（
宮
岡
市
）

会
費
納
入
の
お
願
い

会
計
年
度
は
4
月
1
口
か
ら

1
翌
年
3
月
引
円
で

す
。
皆
様
と
と
も
に
自
然
保
護
活
動
の
斡
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。
振
替
用
紙
を
同
封
し

ま
し
た
。
ご
入
金
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

司
情
報
提
供
あ
り
が
と
う

ヒ
バ
カ
リ

（ト
カ
ゲ
臼
ナ
ミ
ヘ
ピ
科
〉

日

提
供
者
一
関
敏
雄
（
会
員
）

採

集

地

一
渋
川
市
令
井
（
白
書
官
川
河
川
撒
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
！
と

採

集

円

一
2
0
1
3
年
9
月
日
日
午
前
日
時
ぬ
分

特

記

一

全
長
四
七
．
三
師
、
体
重

二
0
．二

g

頭
部
に
は
斜
め
に
質
臼
色
の
筋
模
様
、

胴
側
方
に
は
県
点
が
あ
り
、
本
屈
の
識

別
点
と
な
る
。
測
定
／
金
井
賢
一
郎

群
馬
以
評
価
一
な
し

参
考
文
献

一
日
本
の
両
生
類
・
艇
虫
穎

小
学
館
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